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The Path of Muhammad Sodiq Muhammad Yusuf
The Process of Establishing Non-partisanship  

and wasaṭīya on Islam in Uzbekistan
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This paper examines the activity and process of the foundation of thought of 
Muhammad Sodiq Muhammad Yusuf, an Uzbekistani considered to be the 
foremost Islamic scholar in Central Asia after the dissolution of the Soviet 
Union. He was elected as the fourth muftī of the Spiritual Administration 
of the Muslims of Central Asia and Kazakhstan, as well as a deputy to the 
Supreme Soviet of the USSR in 1989. In addition, he was elected as the first 
muftī of the Muslim Board of Uzbekistan. He thinks his leaning towards 
wasaṭīya originated in the religious education he received from his father in 
childhood and a 1970s lecture at an Islamic institute in Tashkent by Imām 
al-Bukhārī, and developed during his studies in Libya. During his 1993–2000 
semi-exile, mainly in Libya, it is presumed that he established his position 
and credibility in Arab countries with the help of Mu‘ammar al-Qadhdhāfī 
and the Minister of Education, Muḥammad Aḥmad Sharīf. Global terror by 
Islamic extremists and the 1992–1997 Tajikistani Civil War certainly reaffirmed 
the importance of Muhammad Sodiq’s wasaṭīya and his opposition to Islamic 
political movements and partisanship. His thoughts resonated with the 
thoughts of Ramaḍān al-Būṭī, who advocated non-partisanship in Islam, 
and Yūsuf al-Qaraḍāwī, who urged wasaṭīya. After returning to Uzbekistan 
in 2000, Muhammad Sodiq refused to be a government-regulated scholar, 
while working to maintain good relations with the government. In summary, 
it is highly likely that Muhammad Sodiq’s thought will be placed in the lineage 
of the reformist thought of the four Sunni orthodox law schools, along with 
Ramaḍān al-Būṭī, who shows an understanding of the moderates of the 
Muslim Brotherhood, and Yūsuf al-Qaraḍāwī, who shows political solidarity 
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Ⅰ．はじめに

1．目的と背景
本稿では，ソ連解体後の中央アジアで最も
傑出したイスラーム学者と数えられるウズ
ベキスタン出身のムハンマド＝サーディク・
ムハンマド＝ユースフ（Muhammad Sodiq 
Muhammad Yusuf, 1952–2015）を取り上げ
る。彼の出自は，クルアーンと預言者ムハン
マドのスンナの墨守を特徴とすることで一般
に知られるナクシュバンディー・ムジャッ
ディディーヤの導師に連なると言われる。ム
ハンマド＝サーディクは，弱冠 37歳にして
中央アジア・カザフスタン・ムスリム宗務局
の第 4代ムフティー（muftī1）: 宗務局長）（在
任期間 1989–1991），ならびにソヴィエト連

邦最高会議の人民代議員に選出された。1991
年には，ウズベキスタン・ムスリム宗務局の
初代ムフティー（在任期間 1991–1993）に
も選出された。彼の信奉者の広がりは，ウズ
ベキスタンだけでなく，カザフスタン南部や
タジキスタン北部などの近隣諸国，ロシアに
までおよぶ［Olcott 2007b: 5; 2012: 107］2）。
彼の晩年の思想に認められる特徴は，スン
ナ派イスラームの知と団結力を衰退させる
イスラームの政治運動と党派化の拒否（以
下，「非党派主義」と記す），ならびに中道主
義（wasaṭīya: 中庸思想）の 2点にあると考
えられる。本稿では，ムハンマド＝サーディ
クの家族文化と活動の軌跡を考察することに
より，彼の晩年における思想をこのように特
徴づけることの妥当性を検討し，それが社会

with the moderates of the Muslim Brotherhood. His thoughts are considered 
to be the mainstream Islamic trend in contemporary Uzbekistan, where it is 
overwhelmingly supported by both the government and the people, although 
not unanimously.

Ⅰ．はじめに
　1．目的と背景
　2．中道主義
　3．先行研究
Ⅱ．思想の原点としての家族文化
　1．両親と親戚
　2．幼少期における宗教教育（1952–1970）
Ⅲ． ソヴィエト体制下での中道主義との出 
会い

　1．国内での学徒期（1970–1975）
　2．リビア留学期（1976–1980）
Ⅳ．中道主義の普及の困難
　1． 留学後からペレストロイカ改革中後期

まで（1980–1989）
　2．宗務局長時代（1989–1993）
Ⅴ． 半亡命生活（1993–2000）の中での交流
と思索

　1．著述活動と知的権威たちとの交流
　2．タジキスタン内戦をめぐる内省
　3．ジハード論と中道主義
Ⅵ．非党派主義と中道主義の萌芽
　1．帰国後（2000–2015）の国内外の状況
　2．非党派主義の普及の試み
　3．中道主義の普及の試み
Ⅶ．おわりに

1） 本稿では，アラビア語をラテン文字に転写する場合，『岩波イスラーム辞典』［大塚ほか 2002］に
準拠し，斜体で記す。ウズベク語とロシア語をラテン文字に転写する場合には，『中央ユーラシア
を知る事典』［小松ほか 2005］に準拠し，前者は立体で，後者は立体に下線を引いて記す。なお，
人名と地名は立体で記した。

2） カザフスタン南部やタジキスタン北部，クルグズ西部は，ウズベク人の居住率が高いことで知られる。
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主義圏でのイスラーム学者らとの交流を契機
に強化されたことを明らかにする。本稿の最
後には，彼の思想を現代イスラーム世界の知
的権威たちの思想潮流に位置づける作業も行
う。ただし，ムハンマド＝サーディクの思想
の本格的な分析は大きなテーマであり，別途
の検討を要するものである。それゆえ，本稿
では彼の思想が形成されていくその背景と過
程の分析に重点を置くことにしたい。

2015年 3月，ムハンマド＝サーディクは
62歳にして亡くなった。しかし，彼の思想
はいまもウズベキスタンの多くのムスリム民
衆から絶大な支持を受けている。彼の弟子で
あった宗務局のムッラー（mullā: イスラーム
諸学に通暁した知識人らの総称）たちも，各
種のメディア媒体や金曜説教などの場で師の
思想を人々に伝え続けている。一方，ウズベ
キスタンの第 2代大統領シャウカト・ミル
ズィヨエフ（Shavkat Mirziyoev, 1957–）（在
任期間 2016.12–）は 2018年 2月，ムハンマ
ド＝サーディクの思想を支持する立場を表明
した3）。これにより，彼の思想は公式に権威
化された。
ムハンマド＝サーディクの思想の特徴を
検討することは，現代ウズベキスタンのイ
スラーム潮流の本流を体制と民衆の双方の
側から明らかにすることにつながる。この
ことの意義は，ソ連後期から独立を経て現
在に至るまでの激動の時代におけるウズベ
キスタン・イスラームの知のあり方の 1つ

を浮き彫りにすることにある。なお，本稿
では，近現代のイスラーム世界における人
名や書名がたびたび言及されるが，それら
について本文中で補足，注記するさい，主
に『岩波イスラーム辞典』，『中央ユーラシア
を知る事典』，『ウズベキスタンのウラマーた
ち』［Yo‘ldoshxo‘jaev va Qayumova 2015］，
ミーリ・アラブ・マドラサのウェブサイト
（http://www.mirarabmadrasa.uz/oz/〔2020
年 9月 1日閲覧〕）を参照した4）。

2．中道主義
中道主義と訳される「ワサティーヤ」とい
う言葉は，アラビア語で「中央」を意味す
る「ワサト」（wasaṭ）の形容詞「ワサティー」
（wasaṭī）から派生語として抽象名詞化した
ものである［黒田 2019: 47］。「ワサト」の
語は，たとえばクルアーンの第 2章 143節
に「かくてわれらは汝らを中正〔ワサト：真
中，中道，中庸〕の民となした」5）とあるよ
うに，クルアーンで言及される。この語から
派生した中道主義の概念は，20世紀半ばに
エジプトのアズハル学院のイスラーム学者が
用いはじめた後，この概念に立脚した「イ
スラーム的中道派潮流」（tayyār al-wasaṭīya 
al-Islāmīya，または単に al-wasaṭīya。以下，
「中道主義」と記す）として，エジプト出
身のユースフ・カラダーウィー（Yūsuf al-
Qaraḍāwī, 1926–）6）の貢献により確立され
た［黒田 2019: 52］。彼はアズハル学院のハ 

3） 2018年 2月 12日に YouTubeに投稿された動画「大統領 ムハンマド＝サーディク・ムハンマド＝
ユースフについて」（https://www.youtube.com/watch?v=UZaHZho8WL4&t=67s〔2020年 9月 7
日閲覧〕）を参照した。

4） 人名や書名について，本稿で取り上げられるもののうち，本文中で補足していない，または注釈を
つけていない箇所もあるが，それらについては読者に委ねたい。書名の表記については，原則的に
二重鉤括弧内に邦訳だけを記した。ただし，一部の書名については，筆者の判断により原語も表記
し，そのさいにはすべて斜体で記すことにした。

5） ここでのクルアーンの章句の翻訳は［井筒 1957; 中田 2014; 黒田 2019: 47; 小杉 2006: 303; 塩﨑
2012: 12–13］を参照した。本稿での引用文中における亀甲括弧内の記述は筆者による補足，なら
びに点線は省略を示す。

6） カラダーウィーは，政権のムスリム同胞団への弾圧によりエジプトでの活動を長らく禁じられてい
たため，アズハル学院の海外部門に職を求め，1961年に（イギリス保護下の）カタルに移住した［黒
田 2019: 52］。
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ナフィー派の学者であると同時に，ムスリム
同胞団と関係を持つ稀有な存在として知ら
れる。こうした背景を持つカラダーウィー
と，同じくエジプト出身の学者ムハンマ
ド・ガザーリー（Muḥammad al-Ghazālī, 
1917–1996）の主導により，中道主義は国際
的に広められた［黒田 2019: 55, 58］。
カラダーウィーはオスマン帝国解体の時代
を生きたイスラーム改革主義者ラシード・リ
ダー（Muḥammad Rashīd Riḍā, 1865–1935）
らマナール（灯台）派7）が「中道のイスラー
ム改革派」と定式化し，ハサン・バンナー
（Ḥasan al-Bannā, 1906–1949）が「ムスリ
ム同胞団」として大衆化した中道主義を現代
に継承する存在である8）。彼らは現在，13世
紀以降にハナフィー派を中心に広がったタク
リード（taqlīd: 追従）の伝統，すなわち先達
によるイジュティハード（ijtihād: 学的解釈）

の結論（法規定）に従うという慣例を自明と
する伝統墨守派（以下，「伝統派」と記す）

とも，1970–1980年代に同胞団内部で伸張
したクトゥブ主義やその他の過激な急進派と
も決別し，またイスラーム復興を望まない世
俗主義に対抗しながら，イスラームの中道主
義を牽引している。クトゥブ主義とは，エジ
プトの同胞団のイデオローグであったサイイ
ド・クトゥブ（Sa‘īd Quṭb, 1906–1966）に
ちなみ，現体制と社会全体の否定を意味する
タクフィール（takfīr: 不信仰断罪），ならび
に反体制武装闘争としてのジハード（jihād）
論に特徴づけられる思想傾向である。
現代の中道主義は，イスラーム内部の伝統
派と急進派，ならびに外部の世俗主義と反イ
スラーム派の中庸を行き，信仰や社会，政治，
立法など多様な分野を視野に入れた包括的な

理解に即した現代的な法解釈によってイス
ラーム世界の復興を試みる思想潮流を指す。
この中道主義によって社会におけるイスラー
ムの指導権は回復される，とカラダーウィー
は唱く。その実現には，現代社会をイスラー
ムに導きうる先導的勢力の形成，それを支持
する民衆のイスラーム的世論の形成，そして
イスラーム世界の存在を受容する国際的環境
の整備の 3点が最低限必要だとされる。
カラダーウィーに特徴的なイスラーム法解
釈の方法論は，以下の 4点からなるとされる
［塩﨑 2012: 12］。第 1に，法学派のタクリー
ドの伝統に拠らず，クルアーンとハディース
を直接典拠とするサラフィー（al-Salafī: 預
言者ムハンマド後の 3世代への回帰）的方
法である。これはイブン・タイミーヤ（Ibn 
Taymīya, 1258–1328）が唱え，ムハンマド・
ブン・アブドゥルワッハーブ（Muḥammad 
ibn ‘Abud al-Wahhāb, 1703–1792），アフ
ガーニー，アブドゥ，リダーらにより継承さ
れてきた。第 2に，異なる法学派の規定を
参照して直面する状況に最適な規定を採用す
る方法，すなわちタルフィーク（talfīq）で
ある。第 3に，サハーバ（al-Ṣaḥāba: 預言者
ムハンマドと接したことのある教友）の見解
を典拠とする方法である。これら第 2と第 3
の方法は，アブドゥやリダー，18世紀南ア
ジアのシャー・ワリーウッラー（Shāh Walī 
Allāh al-Dihlawī, 1703–1762）が用い，後代
の学者らにより発展させられてきた。第 4に，
シャリーアの目的は何か，という根本命題に 
とって重要だとされるマスラハ（maṣlaḥa: 
公共の利益）と中道主義の概念を法判断の基
準として，時代状況に適した法解釈を行う方
法である。マスラハをその基準とする方法は

7） マナール派とはリダーが創刊した雑誌『マナール』に拠った人々を指す［小杉 2006: 223］。彼
は 19世紀後半の西洋列強の脅威を前に，近代西洋文明（科学）の吸収や理性の重視などによる
ムスリム社会の復活を説いたイスラーム改革思想の先駆者ジャマールッディーン・アフガーニー
（Jamāl al-Dīn al-Afghānī, 1838/9–1897）と弟子のムハンマド・アブドゥ（Muḥammad ‘Abduh, 
1849–1905）がパリで創刊した雑誌『固き絆』に衝撃を受け，この使命を継承すべく，同誌を創刊
した［小杉 2006: 200, 217–219, 223］。

8） 以下，この段落と次の段落について特に言及しない限り，［小杉 2006: 231, 292–304］を参照した。
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近代以降のイスラーム世界で用いられてきた
が，中道主義をその基準とする方法はカラ
ダーウィーに固有なものとされる。
加えて，カラダーウィーが提唱した特に重
要な概念として，現代的な問題群に集団で対
処し，イスラーム法解釈を行う「集団的イ
ジュティハード」（al-ijtihād al-jamā‘ī）があ
る［黒田 2019: 54］。この実践に向けた動き
の一環として，彼は 2004年にムスリム・ウ
ラマー世界連盟を発足させたとされる［黒
田 2019: 54］。また，中道主義に特徴的な論
法が特定の 2つの対立軸（伝統派と急進派な
ど）を設定し，両者の均衡をとる点にあるこ
とも指摘されている［黒田 2019: 53］。

3．先行研究
ムハンマド＝サーディクの活動と思想形成
の過程を明らかにしようとする先行研究は，
管見の限り非常に少ない。その例外に，一
次資料として彼の発言を分析したM・オル
コットの研究［Olcott 2007a; 2007b; 2012: 
107–134］がある。彼女の研究は，この分野
の金字塔と言える。しかし，彼女による研究
には中道主義への言及がなく，彼の家族文化
と学徒期における学びが彼の思想形成に与え
た影響についての考察もない。また，リビア
を中心とした半亡命生活期（1993–2000）に
ついての言及も乏しい。
本稿では，以下の資料を取り上げ，ムハン
マド＝サーディクの活動と思想の軌跡を再検
討し，オルコットの研究を前進させることを
試みる。一次資料は，主に以下の 3つである。
第 1に，「ムハンマド＝サーディク・ムハン
マド＝ユースフ ジハードに関する質疑」と 

題された説教（1999年。出典は後述）である。 
この説教は，彼が自らの中道主義を半亡命生 
活期にはすでに確立させていたことを示すも
のである。第 2に，シリアのシャーフィイー派 
の学者ラマダーン・ブーティー（Muḥammad  
Sa‘īd Ramaḍān al-Būṭī, 1929–2013）著の『非 
学派主義：シャリーアを脅かす最も危険な
逸脱』のウズベク語訳書に付されたムハン 
マド＝サーディクによる「序言」と「結語」（共 
に2012年4月脱稿）［MYSMS 2018a, 2018b］ 
である。これらは，両者の交流の軌跡とムハ
ンマド＝サーディクへのブーティーの思想的
影響を明らかにする。第 3に，中道主義をウ
ズベキスタンで初めて本格的に紹介した著作
『中道主義：人生の道』［MYSMS 2016］で
ある。この「序言」では，ムハンマド＝サー
ディクの家族文化と思想的原点，1970年代
の中道主義への傾倒の過程などが語られる。
彼の中道主義の独自性を考えるには，この書
の詳しい検討が必須だが，その作業は前述し
た理由から別稿に譲る。
一次資料に準じる資料としては，ムハンマ
ド＝サーディクの実弟ムハンマド＝アミー
ン・ムハンマド＝ユースフ（Muhammad 
Amin Muhammad Yusuf, 1954–）9）が亡き兄
を追悼して著した伝記『イスラームに捧げ
られた人生：故 導師ムハンマド＝サーディ
ク・ムハンマド＝ユースフの記憶に捧げられ
る』［MYMA 2016］と，彼の著作を多く刊
行している出版社ヒラール・ナシュルの重 
鎮アフマド＝ムハンマド・トゥルスン 
（Ahmad Muhammad Turusn, 1949–）10）の
編集になる伝記的な追悼集『ムハンマド―
彼に神の祝福と平安あれ―に忠実なムハン

9） ムハンマド＝アミーンは，イマーム・ブハーリー名称タシュケント・イスラーム高等学院を修了し
た後，中央アジア・カザフスタン・ムスリム宗務局のファトワー部門長秘書や，その機関誌『ソヴィ
エト東方のムスリム』の編集者の職などを務めた経歴を持つ。

10） トゥルスンは，2015年 9月 2日にタシュケントで実施した同氏へのインタビューによれば，19世
紀のナマンガンで権勢を誇ったナクシュバンディー・ムジャッディディーヤの高名なスーフィー，
マジュズーブ・ナマンガーニー（Abdulaziz Majzub Namanganiy, d.1856/1857）の 7代目の子孫
にあたる［川本・河原・和崎 2016: 53–55］。そのさい，彼はかつてリビアのイスラーム・ダアワ
学部（詳しくは後述）で学んだとも語った。
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マド＝サーディク：故 高徳の導師ムハンマ
ド＝サーディク・ムハンマド＝ユースフに
ついての同時代者たちによる回想』［Tursun 
2018］の 2点を取り上げる。これらには，
生前に彼が語ったとされる発言が数多く含ま
れている。
ただし，以上の資料では，ムハンマド＝サー
ディクと交流のあった人物についての説明が 
なされることは少なく，またいくつかの例外
を除き，彼の活動と思想の軌跡の手がかりと
なる情報が断片的に記され，散逸している。
本稿では前掲書の『ウズベキスタンのウラ
マーたち』やオルコットの研究なども活用し
て，これらすべてを有機的に結びつけ，彼の
思想形成の過程をより十全に分析する。

Ⅱ．思想の原点としての家族文化11）

1．両親と親戚
ムハンマド＝サーディクは 1952年 4月 15
日，アンディジャン州アサカ郡ニヤーズ・
バーティル（Niyozbotir）村に生まれた。
彼の性格は幼年の頃から真面目で内気，ない
しは穏やかであったという。彼が近所の子供
たちと遊ぶことは，ほとんどなかったとされ
る。ウズベキスタンでは斎戒月に子供たちが
近所の家々を歌い回って金品を乞う慣習があ
るが，ムハンマド＝サーディクは歌も歌わず，
何も貰わずに家路についたそうである。また
彼が誰かと喧嘩したり，人を罵ったりするこ
とはなく，年少者にも「あなた」（siz）とい
う敬称を使う，礼儀正しい子供であったと 
いう。
ムハンマド＝サーディクの父ムハンマド

＝ユースフ・バーイボタエフ（Muhammad 
Yusuf Boybo‘taev, 1922–2004）は，羊飼い
の家の出であった12）。彼は初等・中等学校を
卒業した後，自身の父バーイボタ・コシュ
ボタ・オグリ（Boybo‘ta Qo‘shbo‘ta o‘g‘li）
と共にコルホーズで羊飼育をして暮らした。
そのかたわら，ムハンマド＝ユースフは幼少
期から母方オジのムッラー・パルピー・ラ
ヒーモフ（Mulla Parpi Rahimov）から宗教
教育を受けていた。ムッラー・パルピーは
マドラサでイスラーム諸学を修め，児童の
宗教教育にも熱心な人物であった。その甲
斐あってか，彼の長男ムハンマドサーリフ・
パルピーエフ（Muhammadsolih Parpiev, 
1919–2006）は 1950年，当時ソ連で唯一の
マドラサであったブハラのミーリ・アラブ・
マドラサ13）に入学する。ムハンマド＝ユー
スフは，この 3歳年上の母方イトコに触発さ
れ，1951年，このマドラサに見事入学を果
たした。
ムハンマド＝サーディクの母サビールハ
ン・ティラクベルディ・クズィ（Sobirxon 
Tilakberdi qizi, 1928–1996）も，コルホー
ズでは労働者として羊を飼育し，家庭ではム
スリマとして敬虔な生活を送った。ムハンマ
ド＝サーディク（「ムハンマドに忠実な」の
意味）の名づけ親は彼女である。彼女は自ら
も，子供たちの喉が常に清浄たるようにと，
「タハーラ（ṭahārat: 浄め）をせずに母は子
に授乳するなかれ」というイスラームの習慣 
に忠実であったとされる。夫がマドラサの
学徒になると，生活は困難をきわめ，彼
女は州内のマルハマト郡カラ・クルガン
（Qoraqo‘rg‘on）村の実家に戻った。

11） 以下，この章について特に言及しない限り，［MYMA 2016: 10–37, 97］を参照した。
12） オルコットは，ムハンマド＝ユースフの父の名前を「ムハンマドアリー・ダームッラー・アンディ

ジャーニー」，また職業を「マドラサの教師」と記している［Olcott 2012: 109］。ムハンマド＝サー
ディクの高弟の 1人，ハサンハン・ヤフヤー・アブドゥルマジード氏からの私信によれば，この記
述は誤りであるとされた。

13） ミーリ・アラブ・マドラサは 1927年に閉鎖されたが，1945年に政権から再開を許可された。このマ
ドラサは 4年制とされ，イスラーム諸学の基礎が教えられた［Muminov, Gafurov and Shigabudinov 
2010: 268］。
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ムハンマド＝ユースフはミーリ・アラブ・
マドラサへの入学後，課外活動の一環として
ブハラ市近郊のバハーウッディーン・ナク
シュバンド廟の管理人に任命された。この廟
の周辺は 1950年代前半，冠水が目立ち，ハー
ンカー（khānqāh: タリーカの修行場）内に
も葦が生えるなど荒廃していたという。こ
の廟の整備に成功し，参詣者数を増加させ
たムハンマド＝ユースフの手腕を評価した
宗務局の第 2代ムフティー，ズィヤーウッ
ディーンハン・ババハノフ（Ziyovuddinxon 
Boboxonov, 1908–1982）（在任期間 1957–
1982）は，彼にこの廟の常任の管理人になる
ことを勧める。しかし，彼は勉学の継続を望
み，これを固辞した。その後，ミーリ・アラ
ブ・マドラサを修了した彼は，当時再開され
たばかりのタシュケントのバラクハン・マド
ラサ14）に進学した。
ムハンマド＝ユースフは 1959年，宗務局
からアンディジャン州ブラク・バシ郡の由
緒あるクルグズ・バーイ集会モスクに派遣
され，一生涯イマーム・ハティーブ（imām 
khaṭīb: 説教師）の職を務めた。1960年には，
家族全員がそこに引っ越した。彼は当時，上
記の集会モスクで生じていた宗教的内紛を
治めたことにより，上述したズィヤーウッ
ディーンハンとの関係をさらに深めた。その
後，彼はアンディジャン州ソヴィエトの代議
員にも選出され，地方の名士になっていく。

2．幼少期における宗教教育（1952–1970）
父ムハンマド＝ユースフこそ，ムハンマ
ド＝サーディクにイスラーム学の基礎を教
えた最初の師である。彼の専門はアラビア

語文法学とクルアーン諸学のうち，キラーア
（qirā’a: クルアーン読誦）学の基礎分野たる
タジュウィード（tajwīd: クルアーンを読誦
するための音声の心得）であった。ムハンマ
ド＝サーディクは幼少期に『語形変化を左右
するもの』（‘Awāmil）や『ザンジャーニー』
（Zanjānī）15），『これで十分』（Kāfīyya），『千
行詩』（Alfiyya）などのアラビア語文法書を
すべて暗記したとされる。上記の前者 3つ
の書は，磯貝健一が明らかにした 19世紀後
半の中央アジアのマドラサ教育のカリキュラ
ムにその名が見い出されるものである［磯貝
2009: 107–108; 中西 2011: 129–130］16）。
ムハンマド＝サーディクは，この時期の父
による宗教教育に自らの思想的な原点がある
ことを前掲書『中道主義』において以下のよ
うに記している［MYSMS 2016: 3］。

〔いまから〕記憶をたどることがきるほど
に成長していた頃，〔わたしに〕意味への
関心が生じはじめた。最初にして最高の師
であった父は，暗記するアーヤ〔oyat: ク
ルアーンの各章を構成する節〕の意味も説
明してくれるようになった。かの方は「ど
うして？」，「その意味は何ですか？」，「そ
こから得られる教えは何ですか？」といっ
た質問にも答えてくれるようになった。こ
うした質問によって得られた答えは〔後年
にわたしが〕わたしたちの宗教の教義を安
定させ，世界を異なる視点から眺めるよう
になる主因となった。

ソ連では科学的無神論の原則の下，宗教的 
な初等教育機関は完全に閉鎖されていたが，

14） バラクハン・マドラサは 1956年 11月 1日に再開されるが，1961年 4月 19日にミーリ・アラブ・
マドラサに吸収されることになった。なお，後者を修了した後，前者への入学が許された［Muminov, 
et al. 2010: 268］。

15） 原題は Kitāb Taṣrif al-Zanjānī（別名 Kitāb Taṣrif al-‘Izzī）である。この書は中央アジアにおいて少
なくとも 19世紀後半には，著者の由来名である『ザンジャーニー』の名で流通していた［磯貝
2009: 107］。

16） 19世紀後半の中央アジアのマドラサにおいてアラビア語の習得を最優先するカリキュラムは，少
なくとも 16世紀以来の歴史的な伝統であることが明らかにされている［磯貝 2009: 106–112］。
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家庭内での宗教教育は禁じられえなかった。
父ムハンマド＝ユースフは日頃から，「誰
かに『イスラームの知識を誰から学んだの
か？』と尋ねられたら，最近亡くなったムッ
ラーの名前を言うように」と子供たちに教え
ていたという。彼は「わが息子が勉学に励み，
学者になりますように」と常に祈念をして，
暮らしたとされる。ムハンマド＝サーディク
は，こうした父母の精神性の下で育った。

Ⅲ．ソヴィエト体制下での 
中道主義との出会い

1．国内での学徒期（1970–1975）17）

ムハンマド＝サーディクは 1970年，ミー
リ・アラブ・マドラサに入学した。1学年の
入学定員数は 30名であった［Muminov, et 
al. 2010: 268］。このマドラサはソ連全体で
唯一のマドラサであり，イスラーム諸学をソ
連で公式に学ぶことが至難の業であったこと
は明らかである。しかし，ムハンマド＝サー
ディクの入学審査では，父ムハンマド＝ユー
スフの存在が物を言った。先に述べたように，
彼はこのマドラサの修了者であったうえ，こ
の頃には宗務と行政の分野で一定の権威を有
していたからである。
ムハンマド＝サーディクは，このマドラサ
が政権の中東外交のための「見せかけ」の宗
教機関であったことを認めつつ，それでも
貴重な空間であった，と以下のように記す
［MYSMS 2016: 4］。

この知の館〔ミーリ・アラブ・マドラサ〕
は当時，イスラームについての講義を公然

と行い，〔イスラームに〕肯定的な見解を
示し，イスラームの教えに対する反対意見
に異議を唱える数少ない空間の 1つであっ
た。上級生たちは，わたしたちの宗教の優
越性を熱心に語ってくれた。同時に，無神
論者らによる〔宗教への〕懐疑に対する答
えも示された。教師たちも少し怖がりなが
らも，御自身が知っておられることをわれ
われ学徒に伝えてくれていた。

ソヴィエト政権が掲げたスローガンの 1つ
であった「諸民族の友好」を象徴するかのよ
うなマドラサでの寄宿舎生活は，ムハンマド
＝サーディクにソ連のムスリム地域全体に広
がる人脈をもたらした。彼の学友には，後に
ロシア及び独立国家共同体ヨーロッパ部ムス
リム中央宗務局の最高ムフティー（在任期
間 1996–2015）になるタルガト・タージュッ
ディーン（Talgat Tazhuddin, 1948–）18）や，
カフカース・ムスリム宗務局の現ムフティー
（在任期間 1992–）であるアッラーフシュク
ル・パシャザーデ（Allahshukur Pashazade, 
1949–）19）などがいた。特にロシアのダゲス
タンで後に大きな影響力を持つナクシュバン
ディー教団の導師イリヤース・イリヤーソフ
（Il’yas Il’yasov, 1947–2013）20）は，ムハンマ
ド＝サーディクと同じ房室であり，兄弟のよ
うな仲であったという。
マドラサでのムハンマド＝サーディクの師
は，主に以下の 2人であった。第 1に，ア
ラビア語文法学を教えていたフェルガナ州
コーカンド市出身のムフタールジャーン・ア
ブドゥッラーエフ（Muxtorjon Abdullaev,  
1928–2002）である。彼はこのマドラサを

17） 以下，国内での学徒期について特に言及しない限り，［MYMA 2016: 38–59, 173］を参照した。
18） 彼はソ連ヨーロッパ部及びシベリア・ムスリム宗務局のムフティー（在任期間 1980–1992）でも

あった。
19） 彼はザカフカース・ムスリム宗務局のムフティー（在任期間 1979–1992）でもあった。
20） イリヤース・イリヤーソフについては，［Bobrovnikov 2017: 112］を参照した。急進的なイスラー

ム主義者をしばしば糾弾していた彼は，2017年 7月 13日に首都マハチカラで車中にいるところを
2人組の男たちに銃撃され，死亡した（http://www.asianews.it/news-en/Sufi-Imam-murdered-in-
Dagestan,-the-volatile-republic-of-the-Russian-Caucasus-28656.html〔2020年 9月 10日閲覧〕）。
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1958年に修了した後の 1961–1963年に，シリ 
アのダマスカス大学に留学した経歴を持つ21）。 
第 2に，キラーア学を教えていたアンディ
ジャン州アンディジャン市出身のシャハー
ビッディーン・ムーミノフ（Shahobiddin  
Mo‘minov, 1892–1975）である。彼はムハ
ンマド＝ユースフと，後にハーフィズ（ḥāfiẓ: 
朗誦者）として名を馳せるムハンマド＝ム
ビーン・アミーノフ（Muhammad Mubin 
Aminov, 1914–1979）の師でもあった。
ムハンマド＝サーディクは，1971年にイ
マーム・ブハーリー記念タシュケント・イス
ラーム高等学院が最高学府として開設される
と，そこで勉学を継続した［MYMA 2016:  
58］。そこでの彼の師は，宗務局の第 2代ムフ 
ティーであったズィヤーウッディーンハン
や，ムフティー補佐にしてカーディー（qādī: 
イスラームの法官）の職（在任期間 1957–
1976）も務めていたナマンガン州ヤンギ・ク
ルガン郡出身のイスマーイール・マフドゥー 
ム・サッティーエフ（Ismoil maxdum Sottiev,  
1893–1976）などであった。
ムハンマド＝サーディクは，ここでの学徒
生活の中で，後に中道主義の思想と結びつく
「中庸」の概念と出会う。彼は当時の経験を以
下のように回想している［MYSMS 2016: 4］。

タシュケント・イスラーム高等学院で教育
を受けていた頃，わたしたちはイスラーム
の真実が 20世紀のウラマーにより同時代
的な精神から語られている数冊の書籍を読
みはじめた。それらの書籍には，イスラー
ムの教えと他宗教の比較も内容に含まれて
いた。この比較は，その時代の条件の下で
の実例にもとづいていた。そこで，イスラー

ムは一方に偏ることのない中庸の〔mo
‘’tadil〕宗教であるとの説明が何度もなさ
れていた......こうして「イスラームは中
庸〔mo‘’tadillik〕の宗教である」とする
偉大な標語がわたしたちの意識に上りはじ
めた。

イスラーム高等学院の学徒の中でも群を抜
く読書量で知られたムハンマド＝サーディク
は，当時宗務局で「No.2」の存在であった
上述のサッティーエフの目にとまり，彼の
娘ファーティマハン（Fotimaxon）と在学中
に結婚した。サッティーエフとムハンマド＝
ユースフも旧知の仲であった［Olcott 2012: 
109］。ムハンマド＝サーディクは 1975年に
イスラーム高等学院を修了した後，宗務局の
機関誌『ソヴィエト東方のムスリム』で働き
はじめる。前述したムハンマド＝ユースフの
母方イトコ，ムハンマドサーリフも，この頃
には宗務局のクルグズ共和国支部長（在任期
間 1974–1981）に就いていた。彼ら一族は宗
務局のイスラーム，すなわち体制派の「公式
のイスラーム」の世界で中心的な存在になっ
ていった。

2．リビア留学期（1976–1980）
ムハンマド＝サーディクは 1976年，リビ
アの革命指導者ムアンマル・カッザーフィー
（Mu‘ammar al-Qadhdhāfī, 1942–2011）政
権下の首都トリポリに本部が置かれた世界
イスラーム・ダアワ協会（1970–1972年創
設）直属のイスラーム・ダアワ学部に留学し
た22）。ソ連のイスラーム学徒の中で海外に留
学できる者はごく少数であったが，彼の場合
には妻方の助力もあり，その権利が得られた

21） ラマダーン・ブーティーは 1960年，シリアのダマスカス大学シャリーア学部の教員になった
［MYSMS 2018a: 4］。それゆえ，1961年に留学したムフタールジャーンは，同学部で彼の講義を
受けていた可能性がある。

22） ソ連のイスラーム学徒のうち，最も優秀な者はエジプトのアズハル学院に留学したと言われる。そ
の他の留学先としては，前述したシリアのダマスカス大学シャリーア学部やスーダンのウンム・
ダルマーン・イスラーム大学などが挙げられる［Yo‘ldoshxo‘jaev va Qayumova 2015: 84, 110, 
128］。
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［Olcott 2012: 110］。1977年に社会主義に体
制移行するリビアは，ソ連のイスラーム学徒
の留学先として当局にとって無難な場所で
あったとされる［Olcott 2007b: 7］。イスラー
ム・ダアワ学部にはさまざまな国の留学生が
おり，ムハンマド＝サーディクは日本や中国，
インドネシア，フィリピン，マレーシア，ボ
スニアなどからの留学生らとも学んだという
［MYMA 2016: 56, 173］。
タシュケント・イスラーム高等学院でムハ
ンマド＝サーディクの中に醸成されはじめ
た「中庸」の概念は，このイスラーム・ダア
ワ学部でいっそう育まれることになる。ただ
し，彼はこの概念が現実の世界の中で一切見 
出されないことに当惑していた，とも語って
いる［MYSMS 2016: 5］。

〔イスラーム・ダアワ学部で学んでいた頃〕
数多くの師がまさに中道主義，すなわち中
庸の意味に格段の関心を払い，このイス
ラームの特徴が至高なるアッラーの大きな
恵みであることをひたすらに繰り返し，強
調していた。しかし，ムスリム世界の多く
の人々はこの深遠な意味を理解していない
ように，わたしたちには思えた。〔テレビ
やラジオで〕見聞きし，〔新聞などで〕読
んでいた出来事が「イスラームは中庸の宗
教である」という標語と一致しないことを
不思議に思いながら，わたしたちは〔この
標語を〕受け入れていた。

リビアでの留学期間は，ムハンマド＝サー
ディクの思想の形成過程としてだけでなく，
現代イスラーム世界の知的権威たちとの人
脈の形成過程としても重要であった。イス
ラーム・ダアワ学部で彼が師と仰いだ人物
は，主にムハンマド・アフマド・シャリー
フ（Muḥammad Aḥmad Sharīf, 1937–）で
あった。ムハンマド＝サーディクの幼馴染に

して，宗務局のムフティー補佐の職（在任期
間 1990–1994）を務めたアンディジャン州
パフタ・アーバード郡出身のザーキルジャー
ン・イスマーイーロフ（Zokirjon Ismoilov, 
1948–）は，このことについて以下のように
綴る［Ismoilov 2018: 24］。

〔ムハンマド＝サーディクがリビアから〕
休暇で帰郷すると，わたしたちは連絡をと
り合い，必ず会っていた......彼の家か，
わたしたちの家で......互いの肩に首を置
き合い，退屈すれば寄りかかり，時に寝そ
べりながら眠るまで語り合っていた。彼は
自身が学ぶ機関〔イスラーム・ダアワ学
部〕や，現地の高名な学者のうち，ムハン
マド・アフマド・シャリーフについてよく
語っていた。彼が世界の学者の中で最も名
声のある学者の 1人だ，と繰り返し語って
いた。

アフマド・シャリーフは，当時イスラー
ム・ダアワ学部で教鞭をとっていた一方，リ
ビアの教育大臣の職（在任期間 1972–1980）
も務め，後には世界イスラーム・ダアワ協会
事務局長（在任期間 1980–2011）に就任する
ほどの有力者であった23）。ムハンマド＝サー
ディクの弟ムハンマド＝アミーンは自身がリ
ビアを訪問したさいの経験について，以下の
ように語っている［MYMA 2016: 55］。

リビア人の師らはムハンマド＝サーディク
をとても誇っていた。とりわけムハンマ
ド・アフマド・シャリーフ博士は，兄を自
分の子供であるかのように寵愛していた。
彼はムハンマド＝サーディクと後に一緒に
仕事をする日が来る，と語り，何事も彼〔ム
ハンマド＝サーディク〕に相談して物事を
決めていた。リビアの指導者であったムア
ンマル・カッザーフィー（神の慈悲あれ）

23） アフマド・シャリーフについては，日本エネルギー経済研究所の小林周氏のご教示に拠る。
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は常に「ムハンマド＝サーディクはわれわ
れ自身の誇りだ」と語っていた。

アフマド・シャリーフは，ムハンマド＝サー
ディクなど優秀な学生を自宅に招き，個人所
蔵の稀少な宗教書を用いた特別講義も行って
いたという［Ismoilov 2018: 24］。さらに，
彼はムハンマド＝サーディクを国際会議にし
ばしば連れて行き，イスラーム世界の知的権
威たちとも交流させた［MYMA 2016: 55］。
そうしたなか，ムハンマド＝サーディクは
アフマド・シャリーフに連れられ，エジプト
とシリアの（元）ムスリム同胞団の面々が
集った会合に出席する。彼はウズベキスタン
に一時帰国したさい，上述した幼馴染のイス
マーイーロフにその会合での体験を以下のよ
うに語ったという［Ismoilov 2018: 24–25］。

1980年頃，師ムハンマド・アフマド・シャ
リーフは，優秀な弟子であったムハンマド
＝サーディクを高名な学者たちが集う会合
に連れて行ったらしい。その会合で導師ア
フマド・シャリーフは「これはわたしの内
弟子であり，非アラブ出身だが，アラブ人
を凌駕する」と言ったという。会合の議長
が現在であれば〔中道主義を国際的に広め
た〕ユースフ・カラダーウィーであったで
あろうが，当時は別のエジプト人学者，思
い違いでなければ〔中道主義を国際的に広
めた〕ムハンマド・ガザーリーが会合を
取り仕切っていた。カザーリーは「〔あな
たの〕弟子に 3分，時間を与えよう。わ
れわれ全員に演壇から語りかけてみてく
れ！」と言ったらしい。ムハンマド＝サー
ディクは演壇に上り，しばらく話をした。
すると，会合を取り仕切っていた人物〔ム
ハンマド・ガザーリー〕は「〔いま〕話し

た内容をすべて暗記していたのか？」と尋
ねてきたという。ムハンマド＝サーディク
が「はい」と答えると，彼は歓びを隠しき
れずに「いい，いい」と褒め称えたそうで
ある......その会合の参加者の多くはエジ
プト出身者であった。わたしの記憶に残っ
ている〔この会合にいた〕シリア人学者と
しては〔シリアのムスリム同胞団のイデ
オローグであった〕サイード・ハウワー
〔Sa‘īd Ḥawwā, 1935–198924）〕や......〔エ
ジプト人学者としては，サイイド・クトゥ
ブの弟にして，ウサーマ・ビン・ラーディ
ン（Usāma ibn Muḥammad ibn Lādin, 
1957–2011）の師であった25）〕著名な学
者ムハンマド・クトゥブ〔Muḥammad 
Quṭb, 1919–2014〕......の写真もその〔会
合の記念〕アルバムにはあった。

この会合での出会いは，ムハンマド＝サー
ディクの中で醸成されはじめていた「中庸」
の概念を中道主義に結びつける重要な機会
の 1つになった可能性がある。前述のとお
り，ムハンマド・ガザーリーこそ，カラダー
ウィーと並び，中道主義を国際的に普及させ
た中心人物だからである。

Ⅳ．中道主義の普及の困難

1． 留学後からペレストロイカ改革中後期ま
で（1980–1989）
ムハンマド＝サーディクは 1980年にリビ
アから帰国し，タシュケント・イスラーム
高等学院と宗務局の国際渉外部で働きはじ
めた26）。イスラーム高等学院では学院長にも
なった［Olcott 2012: 110］。そこで彼は入学
試験での縁故を問題視し，受験者の知識を重
視した。学習要領の改革も行った。従来は哲

24） サイード・ハウワーについては［小杉 1993: 49］を参照した。
25） ムハンマド・クトゥブについては［保坂 2001: 31–32］を参照した。
26） 以下，この段落から 4つ目の段落までについて特に言及しない限り，［MYMA 2016: 59–68］を参

照した。
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学や地理，ロシア語など世俗科目が多く，宗
教科目は少なかったが，彼は政権側の責任者
と交渉し，世俗科目を減らす一方で宗教科目
を増やし，さらにアラビア語を重視した。
この学習要領の改革と同時に，各宗教科
目で扱われる教科書も変更された［Qodirov 
2018: 18］。1970年代のミーリ・アラブ・マ
ドラサとイスラーム高等学院において，た
とえば啓典解釈学の講義ではスユーティー
（Jalāl al-Dīn Abū al-Faḍl ‘Abd al-Raḥmān 
ibn Abī Bakr al-Khuḍayrī al-Suyūṭī, 1445–
1505）らによる『ジャラーラインの啓典解
釈書』やアブー・バラカート・ナサフィー
（Ḥāfiẓ al-Dīn Abū al-Barakāt ‘Abd Allāh 
ibn Aḥmad al-Nasafī, ?–1310）による『啓
示の認知と解釈の神髄』などの古典が学ばれ
ていた。これが変更後には，現代シリアを
代表するイスラーム学者の 1人ムハンマド・
アリー・サーブーニー（Muḥammad ‘Alī al-
Sābūnī, 1930–）による『告げられたものの
傑作：クルアーンにおける規則の諸説の解
釈』などに置き換えられた。
ソヴィエト政権の高官たちは，中東外交の
一環としてイスラームの国際会議を催すさい
には，リビアから帰国したムハンマド＝サー
ディクの活用が成功の鍵となることに気がつ
いた。アラブ諸国からの来賓たちが彼を見る
と心を開き，ソ連側の要人たちとすぐに打ち
解けたからである［Ismoilov 2018: 26］。こ
うして彼は通訳として，現代イスラーム世界
の知的権威たちとの交流をさらに深めてい
く。当時ソ連を最も頻繁に訪問していたイス
ラーム学者の 1人に，シリアのバアス党政
権下の最高ムフティー，アフマド・クフター
ロー（Aḥmad Kuftārū, 1915–2004）がいた。
彼はムハンマド＝サーディクを敬愛し，アン
ディジャン州の実家に宿泊しさえした。ウズ
ベキスタンで彼は，ブハラのナクシュバンド
廟の再建に大きな資金援助をしたことでも知

られる。
イスラーム高等学院の改革と宗務局での仕
事は順調であったが，国内における中道主
義の普及活動は大きな壁にぶつかっていた。
1985年 3月，ソ連共産党第一書記にミハ
イル・ゴルバチョフ（Mikhail Gorbachev, 
1931–）（在任期間 1985–1991）が就任し，
ペレストロイカ（perestroika: 再建）改革が
はじまると，社会的・政治的な批判精神こそ
を良しとする風土が形成された。その結果，
「中庸」は「臆病」と読み替えられ，その意
義が人々の心を捉えることは稀であったとさ
れる。ムハンマド＝サーディクは，当時の時
代的な状況を以下のように振り返っている
［MYSMS 2016: 5］。

留学を終えて帰国した後，人々との交流で
も〔イスラーム高等学院の〕講義でも，さ
まざまな教えと共に〔わたしたちは〕イス
ラームが中道主義，すなわち中庸の宗教で
あることに格段の関心を払うよう努めてい
た。しかし，このことに意義を認める人た
ちの〔数の〕少なさに，わたしたちは驚嘆
した。大半の人々が，中庸をまるで臆病と
して受け止めるようになってしまったよう
であった。当時は再建〔ペレストロイカ〕
の風が吹き，社会の現状を糾弾する取り組
みがはじまっていたことがこれに影響して
いたとしても，〔それは〕驚きではない。

ペレストロイカ後期に急激に高まるウズベ
キスタンのイスラーム復興は，コーカンド地
方チャール・バーグ（Chorbog‘）村出身の
ハナフィー伝統派の学者ムハンマドジャー
ン・ヒンドゥスターニー（Muhammadjon 
Hindustoniy, 1892–1989）と教え子たちの
決別によるムスリム社会の分断と共に，生じ
る27）。ヒンドゥスターニーは 1914年頃まで
はブハラなどのマドラサで，後にアフガニス

27） 以下，本節の最後までについて特に注記しない限り，［Babadjanov and Kamilov 2001: 196–205］
を参照した。



45和崎聖日：ムハンマド＝サーディク・ムハンマド＝ユースフの軌跡

タンのバルフなどで学び，さらに北インドの
カシュミールのマドラサで 8年間学んだ。た
だし，帰郷した彼は 1933–1953年の 20年間
に 3度逮捕され，約 10年間を刑務所で過ご
す。当時のソ連の最高指導者ヨシフ・スター
リン（Iosif Stalin, 1878–1953.3）の死去に
より釈放された彼は，最終的にタジキスタン
の首都ドゥシャンベの科学アカデミー東洋学
研究所写本部門で働いた［アブドゥルマジー
ド 2019: 36］。

1953年 6月にソ連の最高指導者となったニ
キータ・フルシチョフ（Nikita Khrushchev, 
1894–1971）の「雪どけ」の時代，ヒンドゥ
スターニーはフジュラ（hujra: 非公式の宗教
学校・私塾）を開設した。彼の代表作『ク
ルアーンの翻訳における弁別的説述』（1979
年頃）は当時のウズベク語による啓典解釈
書の最高傑作と評された。しかし，1970年
代末までには彼の教え子の中からも，ハナ
フィー派の規定から離反する者たちが現れ
た。その代表格に，第一世代の教え子であっ
たフェルガナ州マルギラン市出身のハキー
ムジャーン（またはアブドゥルハキーム）・
カ ー リ ー（Mulla Hakimjon/Abdulhakim 
qori Marg‘iloniy, 1896–2011）がいた28）。そ
の後の世代でも，コーカンド市出身のラフ
マトゥッラー・アッラーマ（Rahmatulla 

Alloma, 1950–1981）と，アンディジャン
州アルティン・クル郡出身のアブドゥワ
リー・カーリー（Abduvali qori Mirzaev, 
1950–1995?）がいた。彼らはマルギランの
ハキームジャーンのフジュラでも学んだ。タ
ジキスタン出身の教え子には，後にタジキス
タン・イスラーム復興運動の議長となるア
ブドゥッラー・ヌーリー（Sayyid Abdulloh 
Nurī, 1947–2006）やタジキスタン・イス
ラーム復興党の党代表となるムハンマド・
シャリーフ・ヒンマトザーダ（Muhammad 
Sharif Himmatzoda, 1951–2010）らがいた29）。
彼らがヒンドゥスターニーと決別した主な
理由は，イスラームの保持のために世俗主義
政権に迎合するという彼の無抵抗に過ぎる態
度にあった［Olcott 2007a: 20］。特にジハー
ド論が大きな争点になった。ジハードの遂行
がムスリムの虐殺と敗北を明らかにもたら
す場合，それは容認されない，とヒンドゥ 
スターニーが説いた一方30），ハキームジャー
ンらはその遂行を積極的に主張した。加え
て，葬送儀礼や病気治療でのクルアーンの朗
誦や聖者崇敬などをハナフィー派の規定に適
うとするヒンドゥスターニーの伝統墨守の立
場も決別の理由となった［Olcott 2007a: 20, 
26］。
ヒンドゥスターニーは，ハナフィー派の規

28） ハキームジャーンは，スンナ派正統 4法学派の規定を否定するアフレ・ハディース（Ahli al-
Ḥaḍīth）の信奉者であった父アブドゥワースィー・カーリー（Abduvosiy qori）から宗教の基礎を
学んだ［Olcott 2007a: 22］。この潮流の中央アジアにおける源流は「シャーミー・ダームッラー」
の名で知られるタシュケントのシャーミー・タラーブルスィー（Sa‘īd ibn Muhammad ibn ‘Abd 
al-Wāhid ibn ‘Alī al-‘Asali al-Tarāblusī al-Shāmī al-Dimashq, 1870頃–1932）にさかのぼる。彼は
オスマン帝国下のシリアから追放された後，1919年に内戦下の中央アジアに入ったシャーフィイー
派の学者であり，この地の「保守派」（ハナフィー派とスーフィズム）の牙城を突き崩す「進歩的」
な学者としてソヴィエト政権に活動を許された［小松 2014: 57–58］。

29） ヌーリーとヒンマトザーダが後に就くことになる組織での肩書について，［帯谷 2004: 123］を参照
した。

30） ヒンドゥスターニーは，彼のもう 1つの代表作『宗教に許容できない革新をもたしている者たちに
対する書簡』で，19世紀末のアンディジャン蜂起を例に挙げ，ジハードの積極的な回避を説いて
いる。1898年，アンディジャンのスーフィー，ドゥクチ・イシャーン（Dukchi ishon）はジハー
ドの名の下で，斧と棒しか持たない約 70,000人の男たちを先導し，銃で武装した 200人の兵士が
駐屯する現地のロシア軍兵営を攻撃した。その結果，彼らは惨敗し，彼が暮らしていた村の住民
数千人も同軍により虐殺され，ロシア支配をさらに拡大させた［Babadjanov and Kamilov 2001: 
212–214］。この民衆蜂起については［小松 1986］にも詳しい。
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定から離反する者をムスリム社会に分断をも
たらす敵として「ワッハービー」（vahhobiy）
と呼んだ31）。この名づけの根拠は，ハキーム
ジャーンらが古典的なイスラーム主義32）思
想・運動の成立に大きな影響を与えた学者ら
を信奉していたことにある。彼はまた余多
の「ワッハービー」を育てたことから「中
央アジアのワッハービーの父」と呼ばれる
［Abduvakhitov 1993: 82］。彼の私設図書館
にはイブン・カスィール（Ibn Kathīr, 1300
頃 –1373）の古典的な啓典解釈書『偉大なる
クルアーンの解釈書』やイブン・タイミーヤ 
の著作があり，彼は特にイブン・タイミーヤ 
を宗教的霊性の源泉としたという［Olcott 
2007a: 23］。アブドゥワリーはアブドゥル
ワッハーブの『唯一性』やサイイド・クトゥ
ブの啓典解釈書『クルアーンの陰で』，パキ
スタン出身のアブー・アラー・マウドゥー
ディー（Saiyid Abū al-A‘lā Maudūdī, 1903–
1979）の著作から思想的影響を得た［Olcott 
2007a: 24］。ラフマトゥッラーの私設図書
館には，サイイド・クトゥブやマウドゥー
ディーの著作の地下出版による露語訳書が
あったとされる［Olcott 2007a: 24］。
これらの書籍（地下出版物を除く）の入手
方法は，第 1にマッカ巡礼者による国内への
持ち込み，第 2にアラブ諸国（特に 1960年
代末のサウジアラビア）の外交団による宗務
局への寄進であった。ソヴィエト政権は，こ
れを大石油外交の一部として活用し，アラブ
諸国との関係改善を試みていた。
アラブ諸国からウズベキスタンに持ち込ま
れた主にアラビア語による宗教書は，世界の

出来事をソヴィエト政権とは全く異なる見方
で眺め，この地のムスリムに「隠蔽されてい
た真実」を開示してくれるものであった。特
にワッハーブ主義運動の指導者らが苦難を乗
り越え，その「浄化された信仰」をサウジア
ラビアの国家イデオロギーに据えることに成
功したという「真実」は，フェルガナ盆地33）

の急進的なイスラーム主義者のモデルになっ
たに違いない。ラフマトゥッラーは，彼らが
樹立を目指したイスラーム国家を「ムスル
マーン・アーバード」（Musulmonobod: ム
スリムの町）と呼んだ［Abudvakhitov 1993: 
82］。
ラフマトゥッラーとアブドゥワリーは，ハ
キームジャーンの教えを受け入れていたが，
彼の宗教活動への消極性などを理由に，1970
年代末までには彼から距離を置きはじめてい
た［Olcott 2007a: 31］。彼らは新たな活動を
開始しない限り，中央アジアでイスラーム
は消滅すると危惧し，地下出版物の拡充を
試みた［Abduvakhitov 1993: 82–83; Olcott 
2007a: 31］。そのさい，マウドゥーディーの
著作を『第 25回ソ連共産党大会資料集』と
題された表紙で綴じるなどの工夫がなされて
いたという［Abduvakhitov 1993: 83］。た
だし，ラフマトゥッラーは 1981年，交通事
故で他界する34）。1980年代半ば頃のウズベ
キスタンでは，部分的な資本主義化の影響か
らソヴィエトの統制が緩み，無神論系の大学
も印刷機を安価で貸出し，イスラーム主義の
地下出版物の拡充に貢献していたとされる
［Olcott 2007a: 31］。

1989年，ヒンドゥスターニーは他界した。

31） この用語は，中央アジア諸国やロシアなどでは「原理主義者」や「急進派」，「過激派」の意味でふ
つう使われる。

32） イスラーム主義とは，19世紀末以降のオスマン帝国の崩壊とその後の中東で「あるべき秩序」を
めぐって生まれた，イスラームに立脚した社会変革と国家建設を目指すイデオロギーを指す［末近
2018: 2, 9–10］。

33） フェルガナ盆地は，現在のウズベキスタンのアンディジャン州とフェルガナ州，ナマンガン州，ク
ルグズのオシュ州とジャララバード州，バトケン州のそれぞれ一部，タジキスタンのソグド州の一
部からなる。

34） ラフマトゥッラーの交通事故死については，KGBの名で有名なソ連国家保安委員会による暗殺説
が根強い。
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それは，この地におけるムスリム社会の分断
を阻止しようとする最初の試みの終焉を象徴
するものであった。その後，調停役を失った
この地のムスリム社会は分裂を拡大させてい
く。その中で，この役割を継承した人物がム
ハンマド＝サーディクであった。

2．宗務局長時代（1989–1993）
1989年 3月，タシュケントで催された第

4回中央アジア・カザフスタン・ムスリム
大会で「反イスラーム政策の停止」が公式
に宣言された［小松 1994: 45］。これによっ
て，中央アジアでは自らの民族文化に回復し
ようとする大きな民意の中で，イスラーム復
興が急激に生じていく。1989年 2月，上記
の大会でムハンマド＝サーディクは宗務局の
第 4代ムフティーに選出された。国内で民
衆が選出した最初のムフティーの誕生であっ
た［ババジャノフ 2003: 178］。同年 12月に
はソヴィエト連邦最高会議の議員にも選出さ
れた。彼はこの宗教的・政治的な権威を使い，
ムスリム社会の分断の阻止と宗務局の政権か
らの自立に努め，イスラームの再興を図った
［Olcott 2012: 110］。
ムハンマド＝サーディクによる政権への働
きかけの結果，ウズベキスタンではイマー
ム・ハティーブの養成体制の強化，モスクと
マドラサの建設，女性の宗教教育の開始，宗
教出版物の規制緩和など，多様な改革が実現
した［MYMA 2016: 69–71, 82–84］。彼がム
フティー職を務めた期間（1989–1993），国
内のマドラサの数は 2から 14，政府公認モ
スクの数は 188から 5,000に増えた［Olcott  
2012: 112］。こうして，彼は政権に不満を募ら 
せていた多くのムスリム民衆の心を魅了した。
ムハンマド＝サーディクは，宗務局の自立
性の向上とその財源の拡大に成功したが，国
内の宗教的権威の数が増えた結果，自らの支
持基盤を固める必要に迫られた35）。これに彼

は教育機関の教科書に自らの思想的源泉であ
るアラブ世界の学者による宗教書を採用する
ことなどにより，対処を図った。一方，ムス
リム民衆の大半は自分なりの信仰のあり方を
享受できる現状に満足し，慣習を宗教的に正
当化するハナフィー伝統派の学者を好んだ。
このことはイスラーム改革思想に傾倒するハ
ナフィー革新派の学者たるムハンマド＝サー
ディクを困らせた。しかし，彼は宗務局のム
フティーとしての立場を生かし，聖者崇敬で
の多神教的なふるまいを是正するファトワー
を出すなどして，これに対処した。
ムハンマド＝サーディクは，汎イスラー
ム主義的な思想の持主であった。たとえば，
1990年の第 2回ウズベク・ソヴィエト連邦
人民代議員大会で，彼は中央アジアの諸民族
が歴史的に「ムスリム」という 1つの集団
であり，それを民族という単位に分断しよ
うとする営みは慎むべきだ，と語っている
［Olcott 2012: 112］。また，弟のムハンマド
＝アミーンによれば，ムハンマド＝サーディ
クは，イスラーム自体が 1つの党であると述
べ，世俗的な民主主義運動組織ビルリク（統
一）などを支持せず，ウズベキスタン・イス
ラーム復興党の設立にも反対したとされる
［MYMA 2016: 73, 131–132］。
しかし，ペレストロイカ後期の社会の風潮
は急進的なイスラーム主義者に追い風とな
り，調停役としてのムハンマド＝サーディク
を苦しめた。以前にも増して強まった批判精
神の風土が中道主義の意義をさらに低めたか
らである。彼は当時の苦しい胸の内を以下の
ように吐露する［MYSMS 2016: 5］。

情報公開〔グラスノスチ（glasnost’）〕の
政治が進展するにつれ，〔社会〕批判を行
う者たちの語り口は激しくなった。次第に
中庸の意味には関心が払われなくなり，中
庸〔という言葉〕を口に出した者は臆病者

35） この段落については［Olcott 2012: 113–114］を参照した。
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と非難されるようになった。この頃は，イ
スラームを誇示し，さまざまな声明と演説
で頭角をあらわした人々が溢れ返っていた
時期に重なる。彼らの信奉者も増えていっ
た。流行に迎合する人々から賛辞を受ける
者たち〔アブドゥワリーなど急進的なイス
ラーム主義者の勢い〕を止めよ，という〔政
権からの〕命令は〔実現〕不可能であった。

1991年 11月，ムハンマド＝サーディクは
フェルガナ盆地の急進的なイスラーム主義
者とハナフィー伝統派の調停を試み，宗務
局で公開討論の場を設けたが，そこでの議
論は暴力沙汰にまで発展し，結果的に両派
の対立を修復不可能なほどに深めてしまう
［Babadjanov and Kamilov 2001: 205］。
急進的なイスラーム主義の諸潮流は，ペレ
ストロイカ改革から独立後の数年までの間
に，アラブ諸国からイスラーム主義運動の書
籍が大量に国内に流入したことにより，フェ
ルガナ盆地とタシュケントで劇的に広まった
とされる［Babadjanov and Kamilov 2001: 
205］。これらの潮流に共通する「原理主義」
思想とは，「この地域にすでに定着している
伝統的な教義を否定し，『純粋なイスラーム』
の時代，すなわちかつて理想的な国家，カリ
フ国の建設に成功したという 4人の後継者の
時代への回帰を掲げる思想」［ババジャノフ
2003: 185］であった。
ナマンガンでのイスラーム主義運動は，そ
の規模と急進性の点で突出していた。ハナ
フィー急進派の学者ウマルハン・ダームッ
ラー（Umarxon domla, 1950–）は，宗務局
のムフティーとなったムハンマド＝サーディ
クからナマンガンでの「カーディー」（ここ
では「代理人」の意味）に選ばれ，州内のム
スリムの統率を任されていた36）。彼はマルギ

ランのハキームジャーン，後にはタシュケン
トのハナフィー伝統派の学者のフジュラで学
んだとされる。ウマルハンは 1990年，自ら
が管轄するモスクで毎週土曜日に宗教問題を
議論する場を設けた。そこには彼の信奉者や
イスラーム主義者，スーフィーらが集まり，
また 1996年にアフガニスタンで武装組織ウ
ズベキスタン・イスラーム運動を結成する
ターヒル・ヨルダシェフ（Tohir Yo‘ldoshev, 
1967–2009）もその常連であったという。こ
の頃までに自警団アダーラト（正義）は，ウ
マルハンの影響下に置かれ，軽犯罪にシャ
リーアに則った刑罰を科す民警団，イスラー
ム戦士団（別名イスラーム・アダーラティ）

に姿を変えていた。
ウズベキスタンの独立宣言から 3ヶ月後
の 1991年 12月，イスラーム戦士団らによ
りナマンガンの共産党州委員会の建物が占拠
される事件が起きた。彼らはこの時までに州
の治安維持機能と予算の一部も奪っていた
［Olcott 2012: 114］。初代大統領イスラム・
カリモフ（Islom Karimov, 1938–2016）（在
任期間 1991–2016.9）が現場に赴くと，先
に述べたヨルダシェフは群衆の面前で彼を
罵倒し，ウズベキスタン・イスラーム共和
国の樹立を訴えた。カリモフ大統領はその 
場を懐柔的な態度でしのぐとすぐに，彼らの
検挙に当たった。1990年代半ばまでに，ヨ
ルダシェフやジュマ・ナマンガーニー（Juma 
Namanganiy, 1968/69–2001）らイスラーム
戦士団は国外逃亡を余儀なくされた。
一方，アンディジャンでのイスラーム主義
運動は，相対的により小規模であったとされ
る。ただし，アブドゥワリーのフジュラを擁
するアンディジャンがイスラーム主義思想の
一大拠点であったことに違いはない37）。ナマ
ンガンのヨルダシェフも彼の教えに心酔して

36） 以下，ナマンガンでの宗教運動の状況について特に言及しない限り，［Olcott 2007a: 35–39］を参
照した。

37） 以下，アンディジャンでの宗教運動について特に言及しない限り，［Olcott 2007a: 32–34］を参照
した。
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いたことで知られる。アブドゥワリーの代
表作たる啓典解釈書『クルアーンの陰の陰
で』は，サイイド・クトゥブによる啓典解釈
書『クルアーンの陰で』に大きく依拠してい
る。ムハンマド＝サーディクは，この書で彼
がイスラーム以前の慣習に極端に不寛容な点
をハナフィー派の規定からの離反とみなした
［Olcott 2012: 115］。アブドゥワリーとムハ
ンマド＝サーディクは同郷出身であったが，
思想的には相容れない関係にあったのであ
る。加えて，アブドゥワリーには宗務局のム
フティーになるという野心があった。
アブドゥワリーは，宗務局のムフティー
の座を 1989年に不本意なかたちでムハン
マド＝サーディクに譲ったシャムスィッ
ディーンハン・ババハノフ（Shamsiddinxon 
Boboxonov, 1937–2003）と結託して，彼が
職権を濫用して宗務局の財源となるべき喜捨
を横領し，サウジアラビア政府の寄進財たる
クルアーンの郵送費に充てたうえ，それを
個人的に販売したという業務上横領の疑義
で彼を告発した［MYMA 2016: 71; Olcott 
2012: 112］。これにムハンマド＝サーディク
は，この地のイスラーム復興に必要な財源を
確保するために，それを販売したと反論した
［Olcott 2012: 112］。さらに，彼は宗務局の
臨時大会で，サウジアラビアの世界イスラー
ム連盟が発行した「寄進財は寄進財と交換で
きる」とするファトワーを読み上げ，身の潔
白を証明しようともした［MYMA 2016: 71］。
政権はフェルガナ盆地の急進的なイスラー
ム主義者の勢いを抑止できず，ハナフィー
伝統派との調停にも失敗したムハンマド＝
サーディクを見限った［ババジャノフ 2003: 
178–180］。その結果，彼は上記の疑義によ
り，1993年 4月にムフティー職を公式に解
任された。ただし，ムハンマド＝サーディク
は妻方，すなわちサッティーエフ家の政治力
により逮捕を免れ，国外追放にとどまった

と言われる［Olcott 2012: 109–110］。独立
後の宗務局の第 2代ムフティーには，急進
的なイスラーム主義者が敵視するスーフィズ
ム，とりわけトルコのナクシュバンディー教
団と深い関係を持っていた前述のムフタール
ジャーン・アブドゥッラーエフ（在任期間
1993–1997）が就任した。しかし，政権の期
待する成果が得られないと，彼もムフティー
職を公式に解任された［Olcott 2012: 119］。

Ⅴ．半亡命生活（1993–2000）の中での 
交流と思索

1．著述活動と知的権威たちとの交流38）

ムハンマド＝サーディクは 1993年 1月，
シリアとリビアの知人の助力により，リビア
での居住許可を得た［Olcott 2012: 119］。彼
の住まいは，1970年後半に留学生活を送っ
た第 2の故郷トリポリ，具体的には世界イ
スラーム・ダアワ協会本部の周辺にあてがわ
れた。カッザーフィーの庇護の下，彼は何不
自由ない生活を保障された。ただし，彼は
2000年までの間に，サウジアラビアのマッ
カとトルコのイスタンブールにも一定期間居
住した。妻ファーティマハンと長男イスマー
イールハン（Ismoilxon, 1976–），長女ア
ディーナハン（Odinaxon, 1980–），次女アー
ミナハン（Ominaxon）との同居生活も外国
で再開された。なお，長男と長女は共にイス
ラーム・ダアワ学部で学んだ。
ムハンマド＝サーディクは，約 7年間の半
亡命生活の多くを読書と著述活動に費やした
とされる［Olcott 2012: 120］。彼が掲げた目
標は，良質な宗教書により国内のムスリムを
イスラームに回帰させることであった。帰国
はいつか，ウズベク語の論攷のウズベキスタ
ンへの持ち込みは可能かといった不安の中で
も，彼は「......故郷と民衆，親戚，父母から
引き離されて生きることは，預言者ムハンマ

38） 以下，この節について特に言及しない限り，［MYMA 2016: 88–95, 125–127］を参照した。
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ド―彼に祝福と平安あれ―からわたした
ちに残された遺産になった。このことにも感
謝しなくてはならない」と一切の不満を口に
することなく，新天地でも仕事に取り組んだ。
ムハンマド＝サーディクは1991年にタシュ 
ケントで刊行した『新月の解釈書』（Tafsiri  
Hilol）の続編の一部をこの時期に外国で上
梓した。そこで彼は「中庸の意味」を何度
も強調した，と自ら述べている［MYSMS 
2016: 5］。この書は現在ウズベク語の啓典解
釈書の最高傑作とされる［アブドゥルマジー
ド 2019: 41–42, 48］。ただし，彼は誰にも読
まれない可能性のあるウズベク語での著述活
動に不安を感じ，イスラーム世界の知的権威
たちに時に意見を求めていた，と弟ムハンマ
ド＝アミーンは語る［MYMA 2016: 91］。

かの方〔兄ムハンマド＝サーディク〕はさ
まざまな国際会議に参加し，イスラーム学
者や国の要人らと会合で同席し，互いの経
験を交換していた。そのさい，多くの人々
が「あなたはアラビア語でも著述活動を行
える」と意見を述べたらしい。かの方は傑
出したイスラーム学者たる〔インド出身
の〕アブル・ハサン・ナドウィー〔Abul 
Hasan Ali Hasani Nadwi, 1914–1999〕，
ユースフ・カラダーウィー，ムハンマド・
アリー・サーブーニー，ラマダーン・ブー
ティーなど幾人かの親愛なる方々に相談し
たそうである。彼らは「わたしたちはあな
たの偉大な先祖たち，イマーム・ブハー
リーやイマーム・ティルミズィーらが著し
た書を読み，宗教を学んだ。わたしたちは
アラビア語で十分に著述活動を行ってい
る。あなたは自分の母語で書きなさい。わ
たしたちはあなたの母語で何も書けないか
ら」と助言をしたという。この助言はさら
なる熱意と共に仕事〔ウズベク語での著述
活動〕を継続する刺激となった。

こうして，ムハンマド＝サーディクは半亡

命生活期に，彼の生涯における全著作の約
6割にあたる約 30の論攷と約 25冊の書籍・
小冊子をウズベク語で著した［Olcott 2012: 
120］。
彼は E・サイードによる『オリエンタリズ
ム』のアラビア語訳書を読み，その内容に 
全面的に賛同していたことでも知られる 
［Olcott 2012: 132–133］。イスラームとテロ
リズムを結びつける西欧メディアの印象操作
により世界が謀られている，と自らも感じて
いたからに違いない。ただし，これを看過で
きないとしたイスラーム学者たちが問題解決
に取り組みはじめた一方，「テロリズム」と
される武力行使を行うムスリムが後を絶たな
いことも事実である，とムハンマド＝サー
ディクは述べる［MYSMS 2016: 6］。そして
彼は，その主因の 1つとして中道主義の軽視
を指適する［MYSMS 2016: 7］。
このことをムハンマド＝サーディク自身，
カッザーフィーとチャドを訪問したさいに実
感したという。約 2,000人の聴衆を前にクル
アーンを朗誦した彼は，説教を行う機会にも
恵まれたようである。そこでの説教の内容と
後の聴衆の反応について，彼は以下のように
記している［MYSMS 2016: 7–8］。

時折，わたしたちは大勢の人々に語りかけ
てみるよう努めた。チャドで催された大き
な学術会議で演壇に立ち，その時までに起
き，〔いまも〕起こっている武装闘争がム
スリムにどのような利益があるのかという
ことについて感情をこめて語った......「何
のためにムスリムの血が流されているの
か？」......「何のためにムスリムは亡命を
余儀なくされているのか？」，「なぜムスリ
ムは過ちを再び繰り返すのか？」といった
質問を群衆に投げかけた。〔これに〕答え
た者は誰もいなかった。休憩になると多く
の人々がやって来て，「あなたの問いに答
えを見つけるのは難しい......」と話した。
この問題で最も重要な答えの 1つはイス
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ラームにおける中道主義，つまり中庸の概
念が十分に行き届いていないことだ，と述
べた者は誰もいなかった。

ムハンマド＝サーディクが中道主義に傾倒
していく過程で，クウェートのイスラーム学
者らとの交流は重要である。彼らも中道主義
の不十分な普及がムスリムによる「テロリズ
ム」を再生産している，と考えていたからで
ある。以下，彼自身による記述を見てみよう
［MYSMS 2016: 8–9］。

〔わたしは〕クウェート人のムスリム同胞
たちとこの問題について，よく話し合って
いた。どういう訳か，彼らは武力行使では
なく知的営為を重視し，流血や人々の衝突，
厳格主義といったものに反対していた。「い
まの状況が長く続いてはならない。誰かが
現状に異を唱えなくてはならない」と〔彼
らは〕言っていた。最終的には『予防の法
学』〔al-Fiqh al-wiqā’ī〕という綱領が案出
された。そこでは武力行使や武装蜂起，衝
突といったさまざまな現象を事前に防ぐた
めに実施する必要のある事柄が記されてい
た。上記の草案は一部の人々に配布もされ
た。そこでは，ある学術会議の開催につい
ての議論がなされていた。その計画によれ
ば，その会議に参加する予定の大学者らに
よって引き起こされている武装闘争，「ジ
ハード」，これと関連する事柄のシャリー
アにおける根拠の有無を確認する必要があ
るとされた。

こうした交流と活動をとおして，アラブ・
アフリカのイスラーム世界でのムハンマド＝
サーディクの地位は確立された。彼は 1997
年にサウジアラビアにおけるイスラーム世界

連盟の独立国家共同体（CIS）担当と運営評
議会常任理事に選ばれた。またヨルダンの
アール・バイト機構附属イスラーム思想学会
と，リビアにおける世界イスラーム・ダアワ
協会の理事などにも任命された。
一方，この頃にムハンマド＝サーディクが
第一次チェチェン戦争（1994.12–1996.8）で
ロシア軍とチェチェン独立派の和平プロセス
に貢献したことはあまり知られていない。ロ
シア・チェチェン共和国の現首長ラマダー
ン・カディロフ（Ramazan Kadyrov, 1976–）
の父にして，チェチェン独立派の精神的指導
者であったアフマト・ハッジ・カディロフ
（Axmat xozhi Kodyrov, 1944–2004）は，ム
ハンマド＝サーディクの教え子であった。彼
は 1980年代に，ブハラのミーリ・アラブ・
マドラサ（1980–1982）と，タシュケント・
イスラーム高等学院（1982–1986）で学ん
だ。モスクワに本部を置く「ワサティーヤ―
中道」学術・啓蒙センター39）の所長アリー・
ポロスィン（Ali Polosin, 1956–）は，「中道
主義は進取の気性の 1つである」と題された
論攷で「彼〔ムハンマド＝サーディク〕は自
身の弟子アフマト・ハッジ・カディロフに，
この件〔第一次チェチェン戦争の和平プロセ
ス〕で最も正しい道〔中道主義〕を示した」
と記している［Polosin 2018: 239］。

2．タジキスタン内戦をめぐる内省
ムハンマド＝サーディクは約 7年間の半
亡命生活の中で，彼が宗務局のムフティー
職にあった 1992年に開始されたタジキスタ
ン内戦を常に気にかけ，自らの過去を内省
していたとされる［Olcott 2012: 121］。こ
の内戦でエモマリ・ラフモノフ（Emomali 
Rakhmonov, 1952–, 現大統領）政権と戦っ
たタジク反対派連合を率いた人々の中には，

39） この組織は，2006年にクウェートで創設された中道主義国際センターのロシア支部であり，
2010年にロシアで登録がなされた後，2011年にクウェート国王によってその設立が承認された 
［Melkumian 2018: 96］。なお，所長のポロスィンはムハンマド＝サーディクによる著作『中道主義』
などのロシア語訳書の編者でもある。
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前述したヌーリーやヒンマトザーダなど，ヒ
ンドゥスターニーと決別した教え子たちがい
た。この内戦は 1997年まで続き，約 6万人
の死者を出したと言われる［帯谷 2004: 121; 
Akiner 2001: 44］。当時のタジキスタンの人
口が約 550–590万人40）であったことから，
約 100人に 1人がこの内戦で死亡したこと
になる。
ムハンマド＝サーディクは，タジキスタ
ン・ムスリム宗務局の大カーディーであった
盟友アクバル・トゥラジャーンザーダ（Hojī 
Akbar Tůrajonzoda, 1954–）の信奉者たち
が政権軍から攻撃を受けたことにより，それ
への反撃がイスラームの防衛のために容認さ
れるとした41）。ウズベキスタンの大半のイス
ラーム学者は，タジク反対派連合を構成した
タジキスタン・イスラーム復興党を支持し，
同党による政権軍への防衛ジハードを容認し
た。ムハンマド＝サーディクは，タジキスタ
ン・イスラーム復興党などへの支援活動を組
織したナマンガンのウマルハンをとおして，
経済的・物質的支援を行ったともされる。タ
ジキスタンでのイスラーム主義者の勝利がウ
ズベキスタンに先例として機能し，政権とイ
スラーム主義者の間で権力の再調整をもたら
す，と考えていたからである。この内戦には，
アブドゥワリーの信奉者やウズベキスタン・
イスラーム運動も参加した。
内戦の開始後，ウズベキスタンの政権はタ
ジキスタンとの国境を閉鎖し，国内の急進的

なイスラーム主義者を次々と排除していっ
た。1995年 8月 29日，モスクワでの国際会
議に向かっていたアブドゥワリーがタシュケ
ントの国際空港で行方不明になった［Frank 
and Mamatov 2006: 2］。1999年 2月 16日
のタシュケント連続爆破事件では，「テロ」
発生の直後にヨルダシェフと世俗主義政党エ
ルク（自由）の党首ムハンマド・サーリフ

（Muhammad Solih, 1949–）が首謀者として 
名指しされた42）。そのさい，行方不明中のア
ブドゥワリーの弟子ら数百名も逮捕された43）。
ムハンマド＝サーディクはタジキスタン内
戦をとおして，一時の感情にまかせた極端な
行動が政権との流血の衝突とムスリム社会
の自壊をもたらすことを再認識した［Olcott 
2007b: 5］。こうして，彼は自らの過去を内
省し，この内戦で敗れたイスラーム主義者た
ちにジハードを控えるよう進言しなかったこ
とを過ちであった，と結論づけたに違いない
［Olcott 2012: 121］。この心境の変化は，半
亡命生活の終わり頃におけるムハンマド＝
サーディクのジハード論に明確に認められる。

3．ジハード論と中道主義
ここで 2019年 3月 12日に YouTubeに投
稿されたムハンマド＝サーディクによる説教 
「ムハンマド＝サーディク・ムハンマド＝
ユースフ ジハードに関する質疑」（ウズベク
語）を取り上げよう44）。この説教は，ソ連
軍のアフガニスタン侵攻（1979年）から 20

40） ここでの人口の推移について，国連統計（https://unstats.un.org/home/〔2020年 9月 18日閲覧〕）
を参照した。

41） この段落について，［Olcott 2007a: 49, 51, 69］を参照した。
42） BBC Uzbek が 2018年 2月 20日に YouTubeに投稿した音声データ「国家保安庁はタシュケント

での爆発を事前に知っていたのか？」（https://www.youtube.com/watch?v=R69pumQ34sg〔2020
年9月20日閲覧〕）を参照した。このデータは，この事件の目撃者にして，ウズベキスタン・イスラー
ム運動の広報官であったとされる男性に 2003年に実施されたインタビューである。なお，ムハン
マド・サーリフは現在トルコに居住している。

43） エルク党の中心人物の 1人にして，1998年頃にアメリカに亡命したジャハーンギール・ムハンマ
ド（Jahongir Muhammad, 1958–）が 2020年 2月 15日に YouTubeに投稿した動画「第 214回
1999年 2月 16日犯罪の黒幕」（https://www.youtube.com/watch?v=8HW2JnmvRLg〔2020年 9
月 20日閲覧〕）を参照した。

44） https://www.youtube.com/watch?v=fhLoMBkU2cU（2020年 9月 21日閲覧）。
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年，またインドからのパキスタンの分離独
立（1947年）から 52年が経つとの発言が説
教中にあることから，1999年になされたも
のだと考えられる（場所は不明）。そこでは，
植民地主義時代の到来と共に，世俗主義的な
国民国家体制下で宗教を忘れた現代ムスリム
のためのジハード論が説かれている。
このジハード論には，中道主義を牽引する
カラダーウィーによる現代的なイスラーム法
解釈の影響がよく見て取れる。彼はまず，メ
ディアでのジハードをめぐる見方には，「ジ
ハード＝非ムスリムの殺戮」としてムスリム
に負のイメージを付そうとするイスラームの
敵対者の見方と，「ジハード＝敵の攻撃から
の防衛」としてムスリム一般の身の潔白を証
明しようとするイスラームの擁護者の見方の
2つが存在する，と指摘する。そして真実は
どちらの側にあるのか，と問う。
次にムハンマド＝サーディクは，そのどち
らの側にも真実はないと述べたうえで，サ
ラフ時代のムジャーヒド（mujāhid: ジハー
ドを行う者）に注目し，とりわけラビーア
（Rabī‘a）という名のサハーバの発言を典拠
としてジハードを定義する。サラフの時代に
こそ，イスラームは世界に広まり，その文明
が栄華をきわめたからである。以下に引用
する伝承は，第 2代カリフのウマル（‘Umar 
ibn al-Khaṭṭāb, 592–644）によってイラク征
服を命じられた，サアド・イブン・アビー・
ワッカース（Sa‘d ibn Abī Waqqāṣ, 600頃
–670/78）を司令官とするムスリム軍が，ユー
フラテス川中流でサーサーン朝ペルシア軍を
撃破するカーディスィーヤの戦い（637年頃）

の開始前を舞台とする。

サアド・イブン・アビー・ワッカース―
彼に神の御満悦あれ―の指揮下にあった
征服者たるサハーバらは，ペルシアの国
〔サーサーン朝〕の国境付近に到着し，そ
の地の川岸で陣を張り，ペルシア帝国への
ジハードを準備していた。一方，ペルシア

軍の兵士らもルスタムという司令官の指揮
下で〔そこへ〕到着し，川の対岸に陣を張っ
た。ペルシア人らはムスリム側に使者を遣
わせた。使者が到着し「司令官は誰だ？」
と訊ねた。〔ムスリムたちは〕「われらの司
令官はサアド・イブン・アビー・ワッカー
スだ」〔と答えた〕。「〔彼は〕どこにいる？
宿営，いや本営はどこだ？」〔とペルシア
軍の使者が訊ねると，ムスリムたちは〕「本
営はない。〔サアド司令官は〕人々〔兵士
たち〕と一緒にいる」〔と答えた〕。〔これ
に驚いたペルシア軍の使者は〕「〔司令官た
る者が〕なぜ人々と一緒にいるのか？」〔と
訊き直した〕。〔ムスリムたちは〕「〔彼も〕
同じ人間だ。人々と一緒にいる」〔と答え
た〕......〔ペルシア軍の使者が〕ある場所
に行くと，サアド・イブン・アビー・ワッ
カースは 5–6人で座り，話をしていた。〔ペ
ルシア軍の使者は彼の前に〕行き......「わ
れらの司令官はあなた方の目的を知るため
に〔ムスリム軍の司令官の〕御前に使者を
遣わされた......〔あなた方のうちの〕誰
か 1人に〔ペルシア側に〕来てもらい，訊
ね事をする。〔ルスタム司令官は〕目的を
知りたがっている」と述べた。サアド・イ
ブン・アビー・ワッカースが後ろを向く
と，ラビーアというサハーバが寝転がって
いた。「立て，お前が行け」と言うと，彼
―彼に神の御満悦あれ―は立つやいな
や，槍にもたれかかって馬に跳び乗った
......〔ペルシア軍の使者は〕この人物を連
れて立ち去った。川を渡って進み，〔ルス
タム〕司令官が座す本営に近づくと，〔ペ
ルシア軍の〕使者たちは路上で下馬し，お
辞儀をして〔本営内に〕入って行った。〔一
方〕彼〔ラビーア〕―彼に神の御満悦あ
れ―は馬に乗った状態で前に進む。〔本
営の〕扉〔の前〕に着くと，〔ペルシア軍の〕
大勢の者が走って来て，〔ラビーアを馬か
ら〕引きずり降ろした。〔ラビーアが〕「何
だ !?」と言うと，〔彼らは〕「主の前に馬
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に乗って行ってはならない」〔と注意した〕
......通路には虎の毛皮が敷かれている。
〔ラビーアは〕歩を進め，司令官の横に座っ
た。すると〔ペルシア軍の者たちが〕また
走ってやって来て，〔彼を〕下に降ろし，
「司令官の横に座ってはならない」〔と注意
した〕。〔ラビーアが〕「では，どうしたら
いいのだ？」と訊くと，「彼〔ルスタム司
令官〕に正対して座らなければならない」
〔と彼らは指示した〕。「いや，そんなこと
はしない」〔とラビーアが拒むと，ペルシ
ア軍の兵士の 1人が〕「どうした？」〔と声
をかけた〕。〔ラビーアが〕「あなた方の帝
国，ペルシア文化，公正さについて，さま
ざまな伝説がわたしたちのもとに伝わって 
来ていた。〔それらを〕聞き，わたしたち
は憧れていた。しかし，自分自身と変わら
ない人間に対し，これほどへりくだる民
に，決して勝利は訪れない。わたしたちと
『戦う』と言うなかれ。最終的に，あなた
方は戦いで敗れる」と〔ラビーアが〕言う
と，〔ペルシア軍の兵士は〕「わかった。そ
の話は明日にするとして，いまは司令官と
話せ」〔と答え〕，通訳を呼んだ。通訳が来
ると，主〔ペルシア軍のルスタム司令官〕
は「なぜお前たちは〔国境まで〕やって来
たのだ？目的は何だ？」と訊ねた。そのさ
いに〔ラビーア〕―彼に神の御満悦あれ
―はジハードの目的を述べた。「至高な
るアッラーは奴僕が奴僕に服従するのでは
なく奴僕の主〔神〕に服従し，諸宗教によ
る束縛〔抑圧〕ではなくイスラームの公正
さに，現世の狭さではなく来世の広さに
〔奴僕を〕至らしめるために，わたしたち
を〔この世に〕遣わし給うた」。この言葉
が真のジハードの定義になった。すなわち
......ジハードとは〔不信仰者を〕見つけ
次第「お前はムスリムではない」と〔彼ら
の〕頭を剣で討つことではなく，現世の狭
さを忘れ，来世の広さを願って暮らす人々
の地平を広げるダアワ〔da’vat: 呼びかけ・

宣教〕である。ジハードは「〔イスラームの〕
擁護者」と自認する一部の人々が言うよう
に，〔敵が〕攻撃をして来たさいに〔だけ〕
なされるものではない。ジハードとは，自
らが体験した善き事と神の恩寵を他者に伝
えようとする奮闘である。

ムハンマド＝サーディクは続けて，現代に
おいてジハードを遂行した後のムスリム社会
の自壊について言及し，その根本原因をムス
リムの宗教的な無知に求める。ジハードによ
り，たとえばアフガニスタンではソ連軍，ま
たソマリアではアメリカ軍を撤退させた。し
かし，その後にムジャーヒド同士が殺し合い，
これらの地域では内戦が続いている。ムハン
マド＝サーディクは，とりわけ第一次チェ
チェン戦争を取り上げ，チェチェン独立を認
めないロシアの軍隊をチェチェン人がジハー
ドにより撤退させた後のチェチェン・ムスリ
ム社会での内紛について以下のように語る。

チェチェンは全世界を驚嘆させた。これほ
どの大国〔ロシア〕を消耗させた。一度の
蜂起で〔ロシア軍を〕撤退させた。〔しかし〕
撤退させると，〔チェチェンのムスリム社
会で〕互い〔の首〕の絞め合いがはじまっ
た。〔1997年 1月に欧州安全保障協力機構
の監視下で〕選挙が実施され，マスハード
フ〔As1an Maskhadov, 1951–2005〕が大
統領〔在任期間 1997–2005〕になった。〔す
ると〕落選した者たち，〔すなわち〕「7本
の槍」が彼に敵対した。その筆頭に〔野戦
司令官〕シャミール・バサーエフ〔Shamil 
Basayev, 1965–2006〕〔がいた〕。「マスハー
ドフは不信仰者〔qofir〕だ。政権を神の
書〔クルアーン〕によって運営していな
い。〔それゆえ，彼を〕殺さなけれならな
い」〔とバサーエフは言った〕。「待て。〔神
の書による政権運営は〕そもそも 1日にし
て成らない。ぜひ一緒に〔政権運営を〕行
おう。和解しよう」と〔周囲の者がバサー
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エフに〕言う。〔その後，実際にマスハー
ドフ大統領は彼に〕「お前が首相だ」と述
べた。〔バサーエフは 1998年 1月から〕9ヶ
月間，首相になった。〔しかし〕9ヶ月後
に退任すると，「あいつ〔マスハードフ大
統領〕は不信仰者だ」〔と再び言いはじめ
た〕......彼〔バサーエフ〕はマスハード
フを裁判所に訴えた......裁判官たちは顎
鬚がようやく生えはじめた 15–16歳の若
者〔であった〕......ムフティー〔ファト
ワーを出す法学者。裁判でのカーディーの
顧問〕は「同胞たちよ，質問が 2つ，お願
いが 1つある」と言った。「よく聴いてく
れ。第 1の質問―われわれ自身はどのよ
うな政権下にいるのか？　第 2の質問―
この法廷〔mahkama〕，裁判所はシャリー
アに則って運営されるのか，否か？」と仰
せられた。〔そこに居た人々は〕「イスラー
ム政権だ。わたしたちはイスラーム共和国
と宣言し，いまシャリーア最高法廷〔oliy 
shar’iy mahkama〕にいる。シャリーアに
則って判決が下る」〔と答えた45）〕。彼〔ム
フティー〕は「わかった。われわれがイス
ラーム政権であり，〔ここが〕シャリーア
法廷であるなら，シャリーアの規定，〔す
なわち〕法廷の判決を受け入れなければな
らない。裁判長が有罪とする場合，われわ
れ全員で刑罰を下そう。しかし，有罪とな
らない場合，原告は告訴を棄却し，われわ
れ全員沈黙しよう。これがお願いだ。では，
裁判を開始してくれ」と言った......〔最
終的な裁判長の〕判決はマスハードフを無
罪とした......しかし，バサーエフは立ち
上がり，「俺は彼〔マスハードフ大統領〕
を排除する方法を必ず見つける」〔と言っ
た〕。これは一体，何だ !?　こうしてチェ
チェンという国家の中で，約 2,000–3,000
名の人々が〔別の〕国家を形成している

......その頃に「ダゲスタンに攻撃をしか
けよう」と〔バサーエフらは〕言っていた
......「いや，やめておけ。それは駄目だ」
とわたしは言ったが，〔彼らは〕「200名が
集まった」〔と答えた〕。〔1999年 8月にロ
シア・ダゲスタン共和国に〕侵攻し，いま
全国民が破滅した......すなわち，これら
のこと〔の善悪〕を識別するのなら，〔こ
れらは〕正しくないことである。〔これら
が〕正しくないこと〔の根拠〕はどこにあ 
るのか？　〔それは〕アフガニスタンと
チェチェンでジハードを行った大半の人々
にも，ソマリアやボスニアなどでも，ジハー
ドの名は知られていて，ジハードは行われ
るが，〔ムスリムたち自身が〕イスラーム
に精通していないことにある......ジハー
ドとは，イスラームの統治に到達するため
の手段，方法，道具，要因であり，目的で
はない。〔現代におけるムスリムの〕目的
は，イスラーム国家を建設して〔そこで〕
暮らすことにある......機関銃だけで国家
は建設されない。知識や経済，政治が必要
である。経済の発展には，医療など多くの
分野が必要である。彼ら〔昨今のムジャー
ヒドたち〕は，こうしたことを考えてい
ない。〔彼らには〕知識がない。現在のム
ジャーヒドたち，彼らの中で指揮官となっ
た者たちは良い青年たちだ。素晴らしい
人々だ。勇敢で恐れを知らない善良な人々
だ。しかし，足りないものはそれ〔知識〕だ。

ただし，ムハンマド＝サーディクは，現代
におけるジハード遂行後のムスリム社会の自
壊について，ムジャーヒドだけでなく，シャ
リーアによる統治を一切実現しようとしない
ムスリム諸国の世俗主義政権にも非があると
説く。そのうえで，彼は両者の中間を行き，
そのどちらにもくみしないムスリムの立場か

45） 1999年 2月にマスハードフ大統領は議会を解散したうえで，「共和国に完全なシャリーア支配を導
入し，国家評議会（シューラー）を設立する」という声明を出した［角田 2002: 23; Bobrovnikov 
2002: 274］。
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ら公共の利益と中道主義を判断基準として法
解釈を行い，ジハードの遂行は古典イスラー
ム法学的に正しいが，現代においては許容さ
れない，と結論づける。

ウラマーたちはなぜ沈黙しているのか？
......「ジハードを行う」と公言している者
たちの発言に真実があるからである。ジ
ハードは存在するものである。「アッラー
の統治が実現するように」という理念はあ
る。彼らの敵対者はそれを実現していない
......イエメンで，あれ〔ジハード〕を行っ
たアブー・ハサン〔Abū al-Ḥasan〕は〔当
局に〕捕まり，連れて来られた。裁判が行
われている。〔彼は〕恐れることなく，平
然としている。「何か発言したいことはあ
るか？」〔と問われ，彼は〕「われわれはこ
れを神の道において行っている。いまの政
権が偽りの政権であり，アッラーの書とか
け離れた政権だからだ。そこでは，シャリー
アは一切考慮されていない。すべてを西洋
から持ち込まれたものに立脚して行ってい
る。これにジハードを遂行しなくてはなら
ない」と述べる。彼ら〔イエメンの政府関
係者ら〕は「いや，われわれはアッラーの
書に立脚して政権〔運営〕を行っている」
とは言えない。〔彼らがそれを今後も〕行
わないからである。〔世俗主義政権の〕決
して変わることのない点はここにある。そ
れゆえ，わたしたちが理解すべきは，双方
〔ムジャーヒドと世俗主義政権の両者〕に
至らない点があるということである。その
間に普通のムスリムがいるのだ......つま
り，イスラームの道で何かを行いたい，と
計画する者は事前に考える必要がある。そ
の行動がわれわれの宗教の現状を改善する
のか，否か。多くの人々が決意して「これ
を行えば，われわれの宗教の状況はいまよ
りも良くなる。このことはシャリーアにこ
れほどの益をもたらす」と断定できるのな
ら，〔それを〕行うように......〔イスラー

ムの現状を〕後退させ，害するのなら，善
き事だとしても〔それを〕行わないように。
無益な善き事より現状維持の方がいいから
である。何かを「行う」ことにより〔イス
ラームの現状を〕悪化させることをダアワ
は許容しない。

この 1999年の説教におけるムハンマド＝
サーディクのジハード論は，その穏健性にお
いて前述したヒンドゥスターニーのそれと結
果的に重なる。この思想的な穏健性こそウ
ズベキスタン当局が後にムハンマド＝サー
ディクと協調するに至った主因の 1つであろ
う。彼の家族は 1999年，そして本人は 2000
年にウズベキスタンへの帰国を果たした
［MYMA 2016: 127］。彼の国内復帰を助けた
のは，またしても妻方のサッティーエフ家で
あったと言われる［Olcott 2012: 109–110］。

Ⅵ．非党派主義と中道主義の萌芽

1．帰国後（2000–2015）の国内外の状況
ウズベキスタンでは 2000年までに，アブ
ドゥワリーやヨルダシェフ，その信奉者たち
が社会の表舞台や国内から姿を消し，その空
白にカリフ制再興を掲げるイスラーム解放党
が勢力を伸ばしていた。ウズベキスタン・イ
スラーム運動は，2000年前後からアフガニ
スタンなどで復権し，国際的・急進的なイス
ラーム主義運動と連動した。こうした動きに
対抗すべく，政権はかつて検挙した一部のイ
スラーム主義者たちに恩赦を与えたのであ
る［Olcott 2007a: 52］。この中に，国内復帰
とタシュケント市内での説教を許されたムハ
ンマド＝サーディクがいた［Olcott 2007a: 
52–53］。
ウズベキスタンに帰国した後のムハンマ
ド＝サーディクには，主にイスラーム解放
党の勢力を抑えることが政権から期待され
た。当時の宗務局のムフティー（第 3代）

は，アンディジャン市出身のアブドゥラシー
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ド・バフラーモフ（Abdurashid Bahramov, 
1953–2011）（在任期間 1997–2006）であっ
た。彼は 1993年にムハンマド＝サーディク
をムフティーの職から退かせた中心人物の 1
人であったとされる［Olcott 2012: 116］。バ
フラーモフは，約 9年間におよんだ彼のム
フティーとしての職歴からもわかるように，
政治的能力に秀でた官僚型の宗教者であった
［Olcott 2012: 119］。
ムハンマド＝サーディクは国内復帰のさ
い，公職への誘いも受けたが，策謀のうずま
く世界から距離を置くべく，これを断り，在
野の学者の道を選んだ［MYMA 2016: 128］。
公職から身を引いた彼は，政権からの宗務局
の自立という目標を弟子たちに託したと考え
られる。一方，政権が彼の活動を黙認した理
由は，国内のムスリム社会の分断，ならびに
政権とムスリム民衆の対立を抑制し，またイ
スラーム世界でのウズベキスタンの評判を保
持するためであった［Olcott 2012: 108］。
ムハンマド＝サーディクは約 7年間の半亡
命生活の中で，急激な変化が成功をもたらさ
ないことを学んでいた。それゆえ，帰国した
彼は本稿の冒頭で述べたカラダーウィーの言
う「現代社会をイスラームに導きうる先導的
勢力」と「それを支持する民衆のイスラーム
的世論」を形成すべく，弟子の育成，説教，
自著の刊行，それらの CD・DVD化とデジ
タル化，出版社（Hilol nashrなど）の設立，
インターネット環境下での多様なプラット
フォーム（islom.uzなど）作りに励んでいく。

2．非党派主義の普及の試み
2001年の米国での同時多発テロ以来，欧
米メディアによる「イスラーム過激派による

テロ」報道は過熱し，そのことによりムスリ
ム社会の分断はいっそう深まった。テロリズ
ムへの非難がムスリム諸国でも活発になされ
るようになったからである。一方，欧米諸国
の一部は，特定のイスラームの組織やムスリ
ム諸国を非難し，反テロ闘争の名目でアフガ
ニスタンやイラクなどで戦争を開始した。
こうしたなか，イスラームに平和と寛容性
のイメージ付与し，世俗主義政権と協調関係
を築きながら，国内の分裂したムスリム社会
を統合するという課題をめぐる思索の中で，
ムハンマド＝サーディクはラマダーン・ブー
ティーを精神的な師と仰ぐようになったと考
えられる。世俗主義政権とムスリム民衆の間
で舵を取る宗教的・政治的な立場，反ジハー
ド主義46），そして非党派主義の思想が，両者
の間で酷似していたからに違いない。ブー
ティーは元来シリアのムスリム同胞団の支持
者であったが，後に同胞団の穏健派に理解を
示す一方，武装闘争を説く中核とは決別し，
世俗主義政権の宗教政策に貢献した人物で
あった［高尾 2019: 244–247］。ムハンマド
＝サーディクのブーティーへの愛情は深く，
彼の孫息子の 1人はブーティーの名にちな
み，ムハンマド＝サイードと名づけられた。
ムハンマド＝サーディクはブーティーと知
り合う以前から，彼の著作を読み，その文体
の美しさと言葉遣い，シャリーアに即した
問題解決の方法に魅了されていた47）。彼らは
1980年代半ば頃にアルジェリアのセティー
フで催された学術会議「イスラーム思想の集
い」で知り合う48）。その後，彼らはヨルダン・
ハーシム王国アカデミーの理事になるなどの
接点を持ち，スンナ派正統 4法学派の規定か
ら離反する急進的なイスラーム主義者の問題

46） ムハンマド＝サーディクは，ジハード主義を批判したブーティーの著作『イスラームのジハー
ド』（1993年）の一部をウズベク語に翻訳し，前掲書『中道主義』の中で紹介している［MYSMS 
2016: 273–275］。

47） 以下，この段落と次の段落について特に言及しない限り，［MYSMS 2018a: 3–8］を参照した。
48） この会議の開催年については，2013年 3月 23日に YouTubeに投稿されたムハンマド＝サーディ

クによる説教の動画「ムハンマド・サイード・ラマダーン・ブーティー博士について」（https://
www.youtube.com/watch?v=J4KO845aCXU〔2020年 9月 19日閲覧〕）を参照した。
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について語り合うようになった。
ブーティーは 1995年に『サラフィー主義：

イスラームに学派が存在しなかった祝福され
た時代』をシリアで刊行し，スンナ派正統 4
法学派から離反する急進的なイスラーム主義
者を非難した。すると，その直後に『ムスリ
ムは 4法学派のいずれかへの帰属を余儀な
くされるのか？』という著者不明の小冊子が
流布された。そこでの主張を論駁するため
に，ブーティーは『非学派主義：シャリーア
を脅かす最も危険な逸脱』を著した。しか
し，この書はサイイド・ムハンマド・イー
ド・アッバースィー（Sayyid Muḥammad ‘Īd 
‘Abbāsī）による『盲目的に法学派に帰属す
ることは逸脱である』において再批判の対象
とされた。それゆえ，ブーティーはこの書へ
の反論を加筆して，上記の第 2版を 2005年
に刊行することになった，とムハンマド＝
サーディクは一連の経緯を説明する。
こうして刊行された『非学派主義：シャ
リーアを脅かす最も危険な逸脱』（第 2版）

は，ムハンマド＝サーディクの提案でウズベ
ク語に翻訳されることになった。このウズベ
ク語訳は，まず彼自身が管轄したウェブサイ
ト（islom.uz）に掲載され，次に 2013年に
書籍としてタシュケントで刊行された。2018
年と 2020年にも再版され，ムハンマド＝サー
ディクはこの訳書の「結語」でムスリム社会
の分断の原因と団結の心得を以下のように記
している［MYSMS 2018b: 198–206］。

......このウズベク語訳書を読み......彼ら
〔急進的なイスラーム主義者〕とわたした
ち自身の間で起きた出来事と問題が以前に
アラブの人々の間でも起きていたことを再
確認した。こうした関心から，この問題に
ついてのわたしの見解を以下に示す必要が
あると判断した。第 1の見解は，スンナ派
正統 4法学派に追従する学者と無学者の平
穏を破り，彼らを不安に陥れ，当惑させ，
より重要な活動から〔関心を〕脇へそらさ

せている主因の 1つが法学派に帰属しない
者たちによる急襲と陰謀によるということ 
である......まさにこの真実をわたしたち自 
身も経験したし，いまもしている……第 9
の見解は，法学派に帰属しない者たちが引
き起こしている対立がムスリム社会にとっ
て諸悪の根源だということである......ス
ンナ派正統 4法学派の道を護持する親愛な
る人々に，さまざまな対立から距離をとり，
反対者側の水準に下がり他人を不信仰者や 
不信心者〔fosiq〕，放埓な者〔fojir〕とする 
ことは不適切だとみなすことを推奨する。

ムハンマド＝サーディクはブーティーの思
想に学び，イスラームを政治的な運動と党に
分割することに反対し，イスラームの知的・
物理的な力を分散させる党派主義こそがムス
リム社会の統合と回復を妨げている，と主張
した［Olcott 2012: 132］。この観点から，イ
スラーム解放党はまさに「党」を形成してい
ること自体が根本的な批判の対象となる。ム
ハンマド＝サーディクの非党派主義は，主に
タジキスタン内戦をめぐる内省とブーティー
の思想的影響をとおして，彼が以前から抱い
ていた党派主義の否定という立場を発展させ
たものとして理解されるべきである。なお，
彼らの主張がスンナ派だけを対象にし，シー
ア派を捨象していることも重要な特徴である
［Olcott 2012: 132; MYSMS 2018a, 2018b］。
その他，ブーティーの説教にウズベク語訳
を付した全 27回の動画シリーズも 2017年
7月以来，彼の長女アディーナハンが管理す
るムスリマ向けのウェブサイト（Muslimaat 
uz）に掲載され，また YouTubeにも投稿さ
れている（2020年 9月 1日閲覧）。

3．中道主義の普及の試み
2000年代半ば頃のウズベキスタンのムス
リム社会では，ゴルバチョフのペレストロイ
カ改革により形成された社会的・政治的な批
判精神の風土と，ソ連解体によりもたらされ
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た不可能が可能になるという幸福感はすでに
失われていた。経済的貧困の拡大，イスラー
ムの政治化を警戒する政権による過度な取締
り，言論統制の徹底など，現地の社会を閉塞
感が覆うようになっていた。
これらを背景に，ソ連解体前後には「臆病」
と解釈されていた「中庸」の意義が人々の心
に届きうる状況が生じていた。こうしたなか，
ムハンマド＝サーディクは「イスラーム：中
庸の宗教」と題した論攷を著して自著『信仰』
（Iymon）に加え，第 2版を刊行した。その後，
その内容を斎戒月の礼拝のさいに語ったとこ
ろ，翌日になってある知人が彼の家を訪ねて
来たという［MYSMS 2016: 13］。この時の
出来事をムハンマド＝サーディクは以下のよ
うに回想する［MYSMS 2016: 14］。

挨拶を終えると，〔この〕客人は主な目的
に移った。〔彼は〕モスクでの説教「イス
ラーム：中庸の宗教」について......いま
求められているものが〔まさに〕これであ
ること，このことに誰も注目して来なかっ
たこと，説教自体が体を揺さぶるもので
あったことなど，ありったけの言葉を並べ
立てた。同じ感想を抱いた人々と相談し，
わたしが許可する場合，知人に頼み〔その〕
論攷を連載したいと語った。わたしは検討
し，返答すると伝えた。しかし，この方が
この件で再び声をかけて来ることはなかっ
た。「検討する」というわたしの言葉を拒
否の返答と受け取ったに違いない。しかし，
〔この一件で〕「イスラーム：中庸の宗教」
という主題で〔その内容を〕多くの人々に
平易に伝えなくてはならないという思いが
再び強まった。

この回想は，当時のウズベキスタンのムス
リム社会で中道主義の思想がいかに大きな反
響を呼んだのかをよく表している。さらに， 
中道主義の国内での普及というムハンマド＝
サーディクの目標にとって大きな転機も到来
する。前述したクウェートでの学術会議が
2005年に「中道主義は人生の道である」と
の標題の下，ワクフ・イスラーム問題省の主
催で開催されることになったからである。彼
はその知らせが自身に届いたさいの心境を以
下のように語る［MYSMS 2016: 14–15］。

「すべてのことに時宜はある」とはよく
言ったように，「イスラームは中庸の宗教
である」という考えを実現する時が予想外
にやって来た。クウェートのワクフ・イス
ラーム問題省から学術会議への参加に関す
る招待状が届いたのである。招待状に添え
られていた案内から，学術会議は「中道主
義は人生の道である」という標題で催され
るとの文面が目に飛び込んで来た......ク
ウェート人の多くは「中道主義に近い民で
ある」と言って間違いではない。彼らの
大半がこの考えを持ち，実践さえしてい
る......それゆえ，「中道主義は人生の道で
ある」という標題がまさにクウェートから
出て来たことは，筆者にとって待望の出来
事であった。

この会議の終了後，ムハンマド＝サーディ
クは主催者側の 1人に，今後ウズベキスタン
のムスリム民衆にイスラームが中道主義の宗
教であることを伝えるため，本を執筆する可
能性がある，と述べた［MYSMS 2016: 16］。
ウズベク語による書籍『中道主義：人生の
道』は，こうして著されたのである49）。なお，

49） ムハンマド＝サーディクは，ヨルダン・ハーシム王国で宣言された「アンマン・メッセージ」（Risāla 
Ammān）に中道主義の思想が内包されていることに注目し，これを高く評価している［MYSMS 
2016: 272］。アンマン・メッセージとは「2004年 11月 9日，ヨルダンの首都アンマンにて，現国
王アブドゥッラー 2世の名において宣言された......アンマン・メッセージの主張は......クルアー
ンの引用に基づき，過激主義・テロリズムや，イスラモフォビアの高まりといった現状に対し，穏
健スンナ派の立場を積極的に示している」とされる［池端 2017: 43–44］。
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彼が管轄していたウェブサイト（islom.uz）
の運営資金の一部は，在ウズベキスタン・ク
ウェート大使館とサウジアラビアからの援助
によるとされる［Olcott 2012: 123］。
ムハンマド＝サーディクは上記の書で，カ
ラダーウィーや反サラフィー主義的な思想の
持主として知られるアズハル学院の古参ア
フマド・ウマル・ハーシム（Aḥmad ‘Umar 
Hāshim），クウェート出身のイスラーム学
者アフマド・フサイン・アフマド・ムハンマ
ド（Aḥmad Ḥusayn Aḥmad Muḥammad），
シリア出身の現代を代表するイスラーム学
者ワフバ・ズハイリー（Wahba al-Zuḥaylī, 
1932–2015）などの見解を紹介することに
より，中道主義を定義している［MYSMS 
2016: 18–21］。ムハンマド＝サーディクに
とっての中道主義をよりよく理解するために
は，この書の詳しい検討が必要だが，これは
今後の課題である。
ムハンマド＝サーディクは亡くなる 1年

前の 2014年に「イスラーム国」を非難する
説教の中で，本稿の冒頭で述べたカラダー
ウィーによって創設されたムスリム・ウラ
マー世界連盟の声明を紹介した50）。そのさい，
彼は自らもこの連盟の理事でもあることを述
べたうえで，この連盟による集団的イジュ
ティハードこそ，個人レベルでの「イジュ
ティハードの門が閉ざされた」現代を生きる
ムスリム同胞が従うべき最も権威ある見解の
1つである，と語っている。彼は人生の最後
まで中道主義の普及に尽力し，ウズベキスタ
ンにイスラームの再興をもたらすための道筋
を示し続けた。

Ⅶ．おわりに

ムハンマド＝サーディクの中道主義の原点

は，1950–1960年代の幼少期における父母
からの宗教的な躾と教育，ならびに 1970年
代のタシュケント・イスラーム高等学院で
の講義にあった。それは 1977年に社会主義
国となるリビアでの留学期にさらに育まれ
た。この留学を契機として，アラブ・イス
ラーム世界の知的権威たちとの人脈が形成さ
れはじめた。留学後の宗務局での通訳業とム
フティー職の経験も彼の人脈づくりに役立っ
た。1993–2000年のリビアを中心とした半
亡命生活では，カッザーフィーと教育大臣ア
フマド・シャリーフの助力のもと，アラブ・
アフリカのイスラーム世界での地位と信用を
確立させた。1980年前後から顕著になるイ
スラーム世界でのジハードの遂行とその後の
ムスリム社会の自壊，1992–1997年のタジ
キスタン内戦は，ブーティーが唱導したイス
ラームにおける非党派主義，そしてカラダー
ウィーらが国際的に広めた中道主義の重要性
をムハンマド＝サーディクに再確認させた。
1999年の彼によるジハードについての説教
を分析した結果，彼がこの頃にはすでに中道
主義の思想を確立させていたことを明らかに
した。

2000年にウズベキスタンに帰国した後の
ムハンマド＝サーディクは，いわゆる「官製
学者」の道を拒否する一方，政権と良好な関
係を維持しながら，社会におけるイスラーム
の指導権を回復するための戦略として，スン
ナ派イスラームの知の普及にすべてを捧げ
た。ムハンマド＝サーディクの思想は，ハナ
フィー伝統派の思想と急進的なイスラーム主
義思想の中間を行くものであった。彼にとっ
て前者は，タクリードの伝統に固執して現代
性を欠くがゆえ，社会におけるイスラームの
指導権を回復するものではなかった。一方，
後者はこの地でハナフィー派が伝統的に許容

50） Islom Time Tvが 2020年 4月 17日に YouTubeに投稿したムハンマド＝サーディクによる説教の
動画「導師ムハンマドサーディク・ムハンマド＝ユースフ：『イラクとシャームのイスラーム国家』
の過ち」（https://www.youtube.com/watch?v=DkUZfqGQWns〔2020年 2月 20日閲覧〕）を参照
した。
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してきた慣行に極端に不寛容であり，また世
俗主義政権に攻撃的に過ぎるものであった。
ムハンマド＝サーディクは，国内のムスリム
社会の統合という喫緊の課題と対峙し，非党
派主義とスンナ派正統 4法学派の護持によっ
てムスリム社会の分断の阻止を訴え，また現
代的で穏健なイスラーム法解釈の道，すなわ
ち中道主義の唱導によるイスラーム世界の再
興を図った。
ハナフィー革新派の学者にして穏健なイス
ラーム主義者であったムハンマド＝サーディ
クの思想は，現代イスラーム世界の知的権威
たちの中で，ブーティーやカラダーウィーな
ど，ムスリム同胞団の穏健派と親和性のある，
ないしは穏健派の系譜に位置づけられる可能
性が高い。この思想潮流こそが，体制と民衆
（すべてではないにせよ）の双方から絶大な
信頼と支持を受けている現代ウズベキスタン
のイスラーム潮流の本流だと考えられる。ま
た，中道主義が普及している国家としてムハ
ンマド＝サーディクがクウェートを絶賛して
いたことも，注目に値する。
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